
今、　花ひらく小さな城下町　三春

～雨空の下広がる踊りの輪～
（関連記事：２ページ）

三春盆踊り
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～東北地区の復興を願って～
「桜街道絵画展」が開催されました

～一関市から熱気球がやってきました～
熱気球係留体験搭乗会を行いました

　7 月 11 日から 13 日にかけて、三春小学校と中郷小学校
の児童の皆さんによる「東北夢の桜街道絵画展」が三春交流
館「まほら」ホワイエで開催されました。
　「東北夢の桜街道」は、東北地区信用金庫協会などが東北
6 県の桜の名所 88 箇所を選定し、東北各県の観光団体等と
の連携等による復興支援を目的として行われているもので
す。三春滝桜が 88 箇所の桜のなかで、1 番札所として選定
されていることにちなんで、絵画展が行われたものです。

　7 月 30 日、滝桜大駐車場（原石山駐車場）において、一関市・
三春町姉妹都市締結 30 周年事業の一環として、熱気球の係
留体験搭乗を実施しました。
　係留体験搭乗は、熱気球の四方をロープで固定し、空高く
舞い上がる熱気球への搭乗を体験いただくもので、どなたで
も乗ることができます。
　乳幼児から大人の方まで、たくさんの方々にお越しいただ
き、熱気球に搭乗いただいた皆さんからは、気持ちよかった、
よい経験ができたとのお声をいただきました。
　また、搭乗された方には、記念に搭乗時の写真がプレゼン
トされていました。

一関市・三春町
姉妹都市締結 30 周年事業

三春小学校の
皆さんによる
作品です！

中郷小学校の
皆さんによる
作品です！

問い合わせ先　住民課　住民グループ　☎ 62-8126　FAX 62-5155

　

夏
の
風
物
詩
「
三
春
盆
踊
り
」
が
８
月
15
、
16
日
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
に
よ
り
、三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
方
々
が
お
越
し
に
な
り
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

16
日
は
大
町
四
ツ
角
に
櫓
を
設
置
し
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
た
く
さ
ん
の
方
々
が
訪
れ
、

途
中
雨
に
見
舞
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
き
な
踊
り
の
輪
を
つ
く
り
ま
し
た
。

夏
の
風
物
詩
「
三
春
盆
踊
り
」
盛
大
に
開
催

人 KEN あゆみちゃんと記念写真

盆踊りのようす①

盆踊りのようす②

こまりんも駆けつけました

盆踊りのようす③

盆踊りのようす④

盆太鼓体験コーナー

勇ましく鳴り響く櫓太鼓

磐州通りの絵とうろう

子どもたちも櫓で太鼓を叩きました

夏
の
風
物
詩
「
三
春
盆
踊
り
」
盛
大
に
開
催
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マイナンバー（個人番号）カードお持ちですか？
　通知カード（紙のもの・右図）をお持ちの方はマイナンバー

（個人番号）カードに切替えませんか？
　役場 1 階住民課で申請することができます！

【申請に必要なもの】
◇ 身分証明書 2 点
◇ 通知カードおよび申請書（紛失された場合でも申請可能）
◇ 住基カード（お持ちの方のみ）
◇ 写真　※ 写真は役場で撮影します。

問い合わせ先　住民課　住民グループ　☎ 62-8126　FAX 62-5155

切替

【取得できる証明書】
・住民票抄本・謄本
・印鑑証明書 ( 登録している方のみ )
・戸籍謄抄本（三春本籍人のみ）
・戸籍の附票謄抄本
・所得課税証明書（最新年度のみ）

※ ただし、マルチコピー機
　のあるコンビニエンスス
　トアに限ります。



4

17,585人 10,159,155千円 206,885千円 1,206,996千円 11.9％ 11.4％

住民基本台帳人口 歳出額
A

実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
B/A

27年度の
人件費率平成29年1月1日

◆ 人件費の状況（平成 28 年度普通会計決算）

486,201 千円139人 77,913 千円 187,128 千円 751,242 千円 5,405 千円

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B
給  与  費職員数

A
一人当たり給与費

B/A

◆ 職員給与費の状況（平成 28 年度普通会計決算）

※ 人件費には、町長など
　の特別職給与、議会議
　員やその他の非常勤特
　別職の報酬、職員給与
　および退職手当組合負
　担金などが含まれます。

※ 職員手当には、退職手当は含まれません。
※ 給与費については、再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれており、職員数には当該職員は
　含んでいません。
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三春町

96
95.6

95.8 96.2

類似団体平均 全国町村平均

H25.4.1

95.4

96.1 95.696.3 95.8

H28.4.1H26.4.1 H27.4.1

96.7 96.3 96.3

◆ ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

◆ 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成 28 年４月１日現在）

三春町

国

区分

300,200 円 39.9 歳

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 技能労務職

416,157 円
（361,628円）

42.7 歳

290,800 円 59.6 歳

54.3 歳県

331,816 円 410,984 円 43.6 歳 287,447 円 329,358 円 50.4 歳

331,000 円 356,000 円

344,936 円
（321,335円）

313,882 円
（308,050円）

397,364 円
（373,969円）

類似団体 307,088 円 41.6 歳 287,016 円 48.8 歳353,782 円
（329,459円）

310,283 円
（297,782円）

※ 平均給料月額とは、各職種ごとの職
　員の基本給の平均です。
※ 平均給与月額とは、給料月額と毎月支払
　われる諸手当の額を合計したものです。
※ 「平均給与月額」欄の括弧書きは、比
　較のため、国家公務員と同じ時間外
　勤務手当等を除いたもので算出して
　います。

◆ 職員の初任給の状況（平成 28 年４月１日現在）
◆ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　 （平成 28 年４月１日現在）

大学卒一　般
行政職

技　能
労務職 高校卒

区分

272,200 円

経験年数
（10〜14年）

ー

347,900 円

ー

376,300 円

296,700 円

高校卒 316,900 円 345,100 円

経験年数
（20〜24年）

経験年数
（25〜29年）

413,900 円

経験年数
（30〜34年）

ー

ー

ー

◆ 一般行政職の級別職員数の状況（平成 28 年４月１日現在）

※ 町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員
　数です。
※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する
　代表的な職務です。

標準的な職務内容

課長等

総括主幹

主幹

主任主査・主査

主査

主事・技師・副主事・副技師

区分

６級

５級

４級

３級

２級

１級

職員数

12 人

2 人

15 人

35 人

9 人

30 人

構成比

11.7 ％

1.9 ％

14.6 ％

34.0 ％

8.7 ％

29.1 ％

人
事
行
政
の
運
営
状
況

　

人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
正
性
、
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、「
三
春
町

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
職
員
の

給
与
、
定
員
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
総
務
課
、
町
民
図
書
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
tow

n.m
iharu.fukushim

a.jp/

）
で
も
詳
細
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆ 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成 28 年４月１日現在）

　ラスパイレス指数とは、国家公務員の
給与水準を 100 とした場合の地方公務員
の給与水準を示す指数です。
　類似団体平均とは、人口規模、産業構
造が類似している団体の指数を単純平均
したものです。
　平成 25 年は、国家公務員の時限的な給
与改定特例法がないとした場合の値です。

ラスパイレス指数とはラスパイレス指数とは

平
成
28
年
度

0
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40
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80

100

1級10.1％

５級5.3％
6級10.7％

２級8.7％

平成28年

％

3級49.0％

4級16.2％

1年前（H27） ５年前（H23）

３級34.0％

1級29.1％

４級14.6％
５級1.9％
６級11.7％

２級8.7％

３級37.4％

1級25.3％

４級16.2％
５級2.0％
６級12.1％

２級7.1％

大学卒

高校卒

高校卒

区分
182,400円

三春町 福島県

149,400円

146,400円

188,400円

153,200円

150,800円

一　般
行政職

技　能
労務職

短大卒 162,400円 ー

国

176,700円

144,600円
ー

ー
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問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX 61-1110

◆ 職員期末・勤勉手当・退職手当の状況

※ 退職手当の支給率は、福島県市町村総合事
　務組合「市町村職員の退職手当に関する条
　例」で定められています。

◆ 特別職の報酬等の状況（平成 28 年４月１日現在） ◆ 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

※ 上表には、町長、副町長、教育長は含まれません。
※（　）内は条例定数の合計です。

◆ 年齢別職員構成の状況（平成 28 年４月１日現在）

区分

職員数

20歳未満

2 人

20〜23

14人

24〜27

18人

28〜31

12人

32〜35

14 人

36〜39

10人

40〜43

18 人

44〜47

14人

48〜51

18 人

52〜55

17人

56〜59

17人

60歳以上

0 人

計

154 人

　扶養手当、住居手当、通勤手当、管
理職手当、寒冷地手当、超過勤務手当
などがあります。

その他の職員手当その他の職員手当

区分 三春町

期末手当　2.55（1.4）月分

1,408千円 −

勤勉手当　1.7 （0.8）月分

期末手当　2.55（1.4）月分

勤勉手当　1.7（0.8）月分

役職加算　5〜15％

福島県

役職加算       5〜20％
加算措置の状況

期末・
勤勉手当

支給割合

１人当たり
平均支給額

国

−

期末手当　2.6（1.45）月分

勤勉手当　1.7（0.8）月分

管理職加算　15〜25％
役職加算　   5〜20％
管理職加算　10〜25％

区分 給料（報酬）月額 （類似団体における最高／最低額）

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

議　員

795,000円

634,000 円

591,000円

310,000 円

246,000 円

224,000 円

−

375,000 円／230,000 円

310,000 円／180,000 円

290,000 円／157,000 円

給
料

町長・副町長・教育長

議長・副議長・議員

期
末
手
当

町　長

副町長

教育長

795,000 円×在職月数×48／100　任期毎に支給

634,000 円×在職月数×29／100　任期毎に支給

591,000 円×在職月数×20／100　任期毎に支給

退
職
手
当

報
酬

3.20月分

3.20月分

850,000 円／543,200 円

673,000 円／486,000 円

28年

５年前

20歳未満

％

20〜23 24〜27 28〜31 32〜35 36〜39 40〜43 44〜47 48〜51 52〜55 56〜59 60歳以上
0

5

10

15

20

公
営
企
業
等
会
計
部
門

一般行政部門

小計

教育

小計

水道

下水道

その他

小計

104

104

35

35

5

2

8

15

104

104

34

34

5

2

8

15

 

 

1

1

1   154
（180）

28年部門
区分 27年 主な増減理由対前年

増減数

合　計 153
（180）

教育一般における
職員増

普
通
会
計
部
門

区分 三春町 国

定年前早期退職特例措置

自己都合 勧奨・定年支給率

その他の加算
措置

20.445 月分 25.55625月分

29.145 月分 34.5825 月分

41.325 月分 49.59 月分

49.59 月分 49.59 月分

自己都合 勧奨・定年

20.445 月分 25.55625月分

29.145 月分 34.5825 月分

41.325 月分 49.59 月分

49.59 月分 49.59 月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

退職手当

定年前早期退職特例措置　 
（2〜20％加算） （2〜45％加算）

※ （　）内は、再任用職員に係る支給割合です。
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スクエアステップリーダー養成講座
第 3 期生受講生募集！

　スクエアステップとは、25 センチ四方のマスが並んだマットでステップを踏む運動で、生活習慣病予防や健康
増進、転倒予防、認知症予防にも効果があります。様々なステップのパターンがあり、難易度が選べて幅広い年齢
層で楽しめるプログラムです。
　町では、昨年に続き地区単位で生活習慣病予防や健康増進に取り組める環境づくりのひとつとして、指導員を補
佐するボランティア資格である「スクエアステップリーダー」3 期生を養成します。楽しみながら地域の健康ボラ
ンティア活動をしたい方を募集します。
▶ 講座日程　10 月 4 日（水）午後、12 日（木）午後、20 日 ( 金 ) 午後
▶ 実施場所　保健センター
▶ 実施内容　スクエアステップに関する講習および実技講習
▶ 費　　用　無料
▶ 募集条件　三春町在住で、活動に興味があり町の事業に協力が可能な方で、講座の全日程に参加できる方
▶ 募集定員　10 名程度
▶ 募集期限　9 月 29 日（金）まで　※ 定員になり次第受付終了とします。
※ スクエアステップリーダー資格は NPO 法人スクエアステップ協会の公認資格です。

「スクエアステップリーダー」第 2 期生の皆さん 講座のようす

申込・問い合わせ先　保健福祉課　健康づくりグループ
　　　　　　　　　　☎ 62-3166　FAX 62-0202
　　　　　　　　　　メール kenko@town.miharu.fukushima.jp

 

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

各
地
区
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

９
月
18
日
の
「
敬
老
の
日
」
を
中
心
に
町
内

各
地
に
お
い
て
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
各

地
区
の
敬
老
会
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
年
の
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
る
の
は
、
昭
和

18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　

ま
た
、
町
か
ら
は
、
77
歳
、
88
歳
、
89
歳
以

上
の
方
に
記
念
品
が
、
80
歳
以
上
の
方
に
お
祝

金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

▼ 

問　
保
健
福
祉
課 

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

 　
　
　

☎
62-

３
１
６
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

地区名
三春地区
沢石地区
要田地区
御木沢地区
岩江地区
中妻地区
中郷地区
あぶくま荘
敬老園
ほほえみの里

月日 場所 受付時間 式典開始
9月18日
9月17日
9月18日
9月16日
9月17日
9月16日
9月17日
9月20日
9月26日
9月16日

三春交流館「まほら」
沢石会館
旧要田中学校交流施設体育館
御木沢小学校体育館
岩江小学校体育館
中妻小学校体育館
中郷小学校体育館
あぶくま荘
三春町敬老園
ほほえみの里

9時00分 ～ 10時00分
9時00分 ～ 10時00分
8時40分 ～  9時40分
8時30分 ～ 10時00分
9時00分 ～ 10時00分
8時30分 ～  9時30分
8時30分 ～  9時00分

10時00分
10時00分
10時00分
10時00分
10時00分
10時00分
9時30分
10時30分
11時00分
10時30分

▼ 町内各地区の敬老会日程
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「国民健康保険被保険者証」更新のお知らせ

◆ 新しい被保険者証

　平成 29 年 9 月末日までに郵便（簡易書留）などにより、皆さんのお手元にお届けします。届かなかったり、記
載内容に誤りなどがあった場合には、お問い合わせください。

◆ 古い被保険者証

　平成 29 年 10 月 1 日以降、保健センターまたは役場窓口へお返しください。

◆ 退職者医療制度該当者

　平成 30 年 9 月 30 日までの間に、65 歳になられる方の有効期限は、誕生日が属する月の末日までとなっています。
65 歳の誕生日の翌月からは（１日生まれの人はその月）退職者被保険者から一般被保険者へと移るためです。
　期日が近づきましたら新たに「一般被保険者証」を送付します。

◆ 新たに 75 歳になられる方

　平成 30 年 9 月 30 日までの間に、75 歳になられる方の有効期限は、75 歳の誕生日の前日までとなっています。
75 歳の誕生日当日からは後期高齢者医療保険制度へ移るためです。
　期日が近づきましたら新たに「後期高齢者医療被保険者証」を送付します。

◆ 国保をやめる手続き

　職場の健康保険などに加入したときは、14 日以内に保健センターまたは役場窓口へ国保をやめる届出が必要と
なります。届出が遅れると、資格のない保険証で診療を受けた場合、国保が負担した医療費を後から返還していた
だきます。また、保険税が二重払いになってしまいます。

問い合わせ先　保健福祉課　国保医療グループ　☎ 62-3166　FAX 62-0202

健康づくり
応援フェアを開催します

　現在ご使用中の「国民健康保険被保険者証」は有効期限が平成29年9月30日までとなっ
ています。
　平成 29 年 10 月 1 日からは新しい被保険者証を使用していただくことになります。

　9 月は保健センターで健康づくり応援フェアを開催します。期間中は骨密度などが測れる健康チェックや調理実
習が体験できます。調理実習に参加希望の方は事前にお申し込みください。

健康チェックコーナー
5日(火)～14日(木)
9時～16時
※平日のみ

9日(土)
10時～12時30分
※要申込
　定員：20名
　参加費：300円

食改さんの味噌汁塩分
チェックコーナー

健康づくり
ヘルシークッキング

骨密度や血管年齢測定、脳年齢な
ど、気になる健康度をチェック。

ご自宅の味噌汁をご持参ください。
塩分チェックを行います。塩分測定
された方のうち先着20名様まで、
お役立ちグッズを差し上げます。

テーマ：「減塩と野菜を食べよう」
講師：三春町食生活改善推進員
        上田麗子管理栄養士

12日（火）～14日（木）
9時～12時

種 類・教室名 日時 内容

問い合わせ先　保健福祉課　健康づくりグループ　☎ 62-3166　FAX 62-0202

▼ 健康づくり応援フェア期間中のイベント

9 月 5 日（火）
 〜 14 日（木）

開催
期間



8問い合わせ先　保健福祉課　高齢者福祉グループ　☎ 62-3166　FAX 62-0202

「介護予防サポーター養成講座」
開催します !!
　町では、身近な地域で介護予防に取り組むリーダーを募っています。「介護予防につ
いて学びたい」「地域でボランティア活動がしたい」という方はぜひご参加ください。
　この講座では、介護予防に関する基礎知識や、すぐに実践できる介護予防法を学ぶ
ことができます。また、全日程を修了された方には修了証を交付します。
　ご自身や身近な方のために、この機会をご活用ください。

▼ 日時、プログラム

▶ 受講対象者　介護予防に関するボランティア活動をしたい方
▶ 申 込 期 限　　10 月 4 日（水）

10月10日（火）

10月24日（火）

11月8日（水）

「知ってますか?介護保険制度」
～仕組みと三春町の現状～
「認知症の正しい理解」
～認知症キャラバンメイト養成講座～
脳イキイキ!!
介護予防のためのレクリエーション

開講式
講義

講義

実技

実習
講義

講義

講義
講義

閉講式・修了証交付

介護予防事業「にこにこ元気塾」参加
「生活不活発病と介護予防について」
「介護予防の秘訣」
～お口の健康編・低栄養予防編・運動編～
「ボランティアってどんなこと？」
高齢者にやさしい地域を目指して

11月21日（火）

12月5日（火）

①

②

③

④

⑤

開催月日 内容

申込・問い合わせ先
保健福祉課

健康づくりグループ
   ☎ 62-3166
FAX 62-0202

※ 時間・内容は変更となる場合があります。
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黒
羽
ア
イ
さ
ん

　
　
　
　

 （
貝
山
）

　
に
こ
に
こ
元
気
塾

で
皆
さ
ん
に
会
う
こ

と
が
楽
し
み
で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
対

す
る
防
犯
対
策
や
、

栄
養
に
関
す
る
話
を

聞
い
て
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

黒
羽
ハ
ル
さ
ん

　
　
　
　

 （
貝
山
）

　
私
は
に
こ
に
こ
元

気
塾
が
始
ま
り
、
す

ぐ
か
ら
参
加
を
し
ま

し
た
。
お
友
達
が
た

く
さ
ん
で
き
、
毎
回

楽
し
み
に
休
ま
ず
参

加
し
て
い
ま
す
。
　

　
運
動
を
行
う
と
体

が
軽
く
な
り
、
運
動

の
重
要
性
と
効
果
を

実
感
し
ま
し
た
。

熊
田
ヨ
シ
子
さ
ん

　
　
　
　

 （
込
木
）

　
週
に
一
度
で
す

が
、
毎
回
楽
し
み
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
は
行
え
な
い

運
動
や
、
脳
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
、
皆
さ

ん
と
楽
し
く
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
有
難
う
ね
！
大
好

き
で
す
！

中郷地区交流館

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
62-

３
９
５
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

８
６
４
０

　にこにこ元気塾は、町内在住の 65 歳以
上の元気な方が各地区に集まり、健康維持
のため、運動や口腔、栄養の指導を専門の
先生に行っていただいています。
　また、高齢者の健康や、生きがいづくり

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
込
み
は
電
話
で
も
可
能
で
す
。

見
学
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

岩 江
中 妻
要 田

三 春

沢 石
御木沢
中 郷

月

火

水

木

金

中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢 石 会 館
駅 前 集 会 所
中郷地区交流館

岩江地区防災
コミュニティセンター

地 区 会場 開催日
4・11・25日

5・12・19・26日

今月の「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

1・8・15・22日

7・14・21・28日

6・13・20・27日

学
習
会
の
よ
う
す

　
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

田
村
警
察
署
の
皆
さ
ん
の
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

活動を通しての介護
予防を目的とした「三
春町高齢者社会参加
ポイント制度」の対象
となります。

高額介護サービス費の基準（月々の負担上限額）が変わりました
　高額介護サービス費とは、ひと月に支払った介護保険利用者負担が高額になり、決められた上限を超えてお支払
いいただいた場合に、超えた分が払い戻される制度です。8 月から、一部の負担上限額（月額）が変わりました。

現役並み所得者に該当す
る方がいる世帯※1の方

対象となる方

44,400円（世帯）

平成２９年７月まで

負担上限額（月額）

世帯のどなたかが
市町村民税を課税されて
いる方

【見直し】
　　　44,400円（世帯）

37,200円（世帯）

世帯全員が市町村民税を
課税されていない方
前年の合計所得金額と
公的年金収入額の合計
が年間80万円以下の
方等

生活保護を
受給している方等

24,600円（世帯）

24,600円（世帯）

15,000円（個人）

15,000円（個人）

44,400円（世帯※2）

平成２９年８月から

負担上限額（月額）

24,600円（世帯）

24,600円（世帯）

15,000円（個人※3）

15,000円（個人）

同世帯のすべての65歳以上
の方（サービスを利用してい
ない方を含む）の利用者負担
割合が１割の世帯に年間上限
（446,400円）を設定。

※ 1「現役並み所得者世帯」…同世帯に 65 歳以上で課税所得 145 万円以上の方がいて、同世帯の 65 歳
　　　　　　　　　　　　　　以上の方の収入の合計が 520 万円以上（単身の場合 383 万円以上）
※ 2「世帯」…住民基本台帳上での世帯員で、介護サービスを利用した方全員の負担の合計上限額
※ 3「個人」…介護サービスを利用したご本人の負担上限額

問い合わせ先　保健福祉課　高齢者福祉グループ　☎ 62-3166　FAX 62-0202
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②
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
適
量
に
。

カ
ビ
取
り
剤
使
用
を
控
え
る
。

①
洗
剤
は
な
る
べ
く
中
性
洗
剤
に
。

①
塩
素
系
漂
白
剤
は
な
る
べ
く
避
け
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
上
手
な
使
い
方

知
っ
て
暮
ら
し
に
役
立
て
よ
う
！

▼ 

問　
企
業
局 

下
水
道
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

　

合
併
処
理
浄
化
槽
に
棲
ん
で
い
る
微
生
物
に
は
、
生
活
排
水
を
浄
化
し
、
き
れ
い
な
水
に
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
微
生
物
が
処
理
で
き
る
汚
れ
の
量
に
は
限
界
が
あ
り
、

適
正
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

台
所
か
ら
で
る
主
な
生
活
雑
排
水
の
汚
れ
に
つ
い
て
は
、
表
の
通

り
で
す
。
水
の
汚
れ
具
合
を
示
す
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
※
で
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
数
値
が
高
け
れ
ば
汚
れ
が
ひ
ど
い

　

合
併
処
理
浄
化
槽
で
は
、
こ
れ
ら
の
生
活
雑
排
水
を
魚
が
棲
め
る

水
質（
Ｂ
Ｏ
Ｄ 5

m
g/L

程
度
）ま
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
使
用
済
み
油
は
、
汚
れ
の
指
標
が
高
く
、
多
量
に
流
す
と
、

合
併
処
理
浄
化
槽
で
処
理
が
で
き
ず
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。

● 

生
活
排
水
の
汚
れ
に
つ
い
て

　
配
管
が
つ
ま
る
・
浄
化
槽
処
理
機
能
低
下
、

悪
臭
発
生

　
微
生
物
が
死
滅
し
浄
化
槽
処
理
機
能
低
下

　
（
使
用
後
は
、
十
分
水
で
流
し
ま
し
ょ
う
。
）

　
微
生
物
が
衰
弱
・
死
滅
し
浄
化
槽
処
理
機
能
低
下

　
浄
化
槽
内
か
ら
発
泡
し
、
処
理
機
能
低
下

○ 

多
量
に
流
す
と
⁝

○ 

カ
ビ
取
り
剤
の
影
響

○ 

多
量
に
使
う
と
⁝

○ 

多
量
に
使
う
と
⁝

　
微
生
物
が
衰
弱
・
死
滅
し
浄
化
槽
処
理

機
能
低
下

　
微
生
物
が
衰
弱
・
死
滅
し
、
悪
臭
発
生

み
な
さ
ま
の
協
力
が
、

 

き
れ
い
な
川
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
配
管
が
つ
ま
る

○ 

酸
性
・
ア
ル
カ
リ
性
の
洗
剤
を
使
う
と
⁝

○ 

電
源
を
切
る
と
⁝

○ 

多
量
に
使
う
と
⁝

生活雑排水
使用済み油
おでん汁
ビール
牛乳
みそ汁
ラーメンの汁
コーヒー

BOD(mg/L)
1,500,000
100,000
81,000
78,000
37,000
27,000
6,000

使
用
済
み
の
油
は
捨
て
な
い
。

②
洗
剤
は
適
量
使
用
す
る
。

送
風
機
の
電
源
は
切
ら
な
い
。

三
春
町
都
市
計
画
道
路
「
北
町
荒
町
線
」
の

　
　
　
　
　   

変
更
（
案
）
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

町
で
は
、﹃
都
市
計
画
道
路 

北
町
荒
町
線
﹄

の
都
市
計
画
変
更
（
廃
止
）
の
手
続
き
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
広
く
ご
意
見
を
伺
う
た
め

「
三
春
町
都
市
計
画
道
路
変
更
（
廃
止
）」
の

案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

　

本
路
線
は
、
田
村
市
、
小
野
町
方
面
（
国

道
２
８
８
号
）
と
Ｊ
Ｒ
三
春
駅
、
本
宮
市
方

面
（
県
道
本
宮
三
春
線
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
交

通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
昭
和
41
年
に
幅
員

12
メ
ー
ト
ル
の
道
路
と
し
て
都
市
計
画
決
定

し
ま
し
た
が
、
国
道
２
８
８
号
バ
イ
パ
ス
の

建
設
や
都
市
計
画
道
路
荒
町
新
町
線
の
整
備

に
よ
り
、
そ
の
役
割
や
整
備
の
必
要
性
が
低

下
し
た
う
え
幅
員
４
・
０
メ
ー
ト
ル
で
の
拡

幅
整
備
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
都
市
計
画

変
更
（
廃
止
）
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

計
画
（
廃
止
）
案
の
縦
覧
期
間

　

 

９
月
１
日
（
金
）
～
９
月
14
日
（
木
）

　

 

※ 

平
日
の
み

　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

 

※ 

指
定
時
間
外
で
の
縦
覧
希
望
は
ご
相

　
　

 

談
く
だ
さ
い
。

◆ 

縦
覧
場
所　
建
設
課

◆ 

位
置
図

拡幅整備が完了した北町荒町線

◆ 

問　
建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
３

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

三
春
町
都
市
計
画
道
路
「
北
町
荒
町
線
」
の

　
　
　
　
　   

変
更
（
案
）
の
縦
覧
に
つ
い
て
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全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」
強化週間の実施について
　法務省人権援護局と全国人権援護委員連合会は、全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間として、
身体的・心理的虐待や差別など高齢者・障害者の抱える人権問題について、電話相談を実施します。相談は、人権
擁護委員および法務局職員が応じます。秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。
　なお、強化週間以外の日（土・日・祝日を除く。）においても、午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで、相談
に応じていますので、ご利用ください。
▶ 期　　間　9 月 4 日（月）〜 10 日（日） （7 日間）
▶ 時　　間　午前 8 時 30 分〜午後 7 時まで（ただし、9 月 9 日（土）・10 日（日）は午前 10 時から午後 5 時まで）
▶ 電話番号　☎ 0570-003-110

問い合わせ先　福島地方法務局人権擁護課　☎ 024-534-1994

☆ そのほか、子どもの人権については、次のところで受付をして
　いますのでご利用ください。

ごみの屋外焼却は禁止です！
　ごみを屋外で燃やす行為は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で禁止されています。
　ごみをそのまま積み上げて燃やしたり、穴を掘って燃やしたり、ブロック積みの炉、家庭用焼
却炉あるいはドラム缶、一斗缶などで燃やしたりすることは、法で定める構造基準を満たしてい
ない設備での焼却に該当します。
　また、例外とされている、日常生活上の通常行われる軽微な焼却であっても、周辺の方々に「悪
臭がする」「洗濯物が汚れる」「火の粉が飛んできて危険」などの被害を及ぼすことがあります。
　ごみ燃やしは行わないで、ごみとして適正に分別した後に決められた収集日にお出しください。

違反すると 5 年以下の懲役または 1,000 万円以下の罰金
もしくは、この両方が課されることがあります。

問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155
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環境創造センターだより

問い合わせ先　福島県環境創造センター　総務企画部　企画課　☎ 61-6129　FAX 61-6119
　　　　　　　　　 　　　　　　   住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155

コミュタン福島９月のイベント情報

　環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。
　今回は国立環境研究所福島支部汚染廃棄物管理研究室の石森洋行さんです。

　廃棄物は燃えるものと燃えないものに分けられ、燃えるものについて
は焼却施設へ運ばれています。焼却は廃棄物の体積を約 10 分の 1 に少な
くできる一方で、排出される灰にはナトリウムやカルシウムなどの一部
の化学物質が濃縮されるという側面もありますので、灰の取り扱いには
注意が必要です。放射性セシウムもまた灰に濃縮しており、灰から放射
性セシウムが水に溶け出す濃度が大きい場合には、環境中への放出を防
止するために、灰をセメント等と混ぜ合わせ、ブロックのように固めます。
　廃棄物（焼却した後の灰やそれを固めたものも含みます）は廃棄物処
分場に運びそこで埋立処分していますが、その廃棄物処分場の安全性を
より高め将来にわたり維持することは、とても重要な課題です。そのた
めに、私たちは現場ではどのような廃棄物が燃やされてどのような性質
をもった灰が排出されているのかなどの実態を調査したり、その灰をセ

○ 放射性物質で汚染された廃棄物を適正に処分する（NIES 汚染廃棄物管理研究室）

◎ 国立研究開発法人国立環境研究所　福島支部
　 汚染廃棄物管理研究室　石森 洋行さん
　福島県は自然が豊かで和やかになれます。職場の皆と食事に行ったり、地元の方からイベント
に誘われたり、県外からも仕事関係者や恩師、先輩や後輩、親友などたくさんの方々に来所いた
だいています。色々な方に支えられていることに感謝して、研究に励んでいます。
　おそばが大好きで、地元の方からそば打ちを教えてもらっています。

研究の現場を見てみよう！

「偏光板でくるくるステンドグラスをつくろう！」
テーブルサイエンス　9 日（土）・10 日（日）

　コミュタン福島内に設定された
ミッションに挑戦して素敵な賞品を
もらおう！
　小・中学生なら誰でも参加ＯＫ！
受付でカードをもらって今すぐチャ
レンジ！

「コミュタン福島　ミッションカード」新登場！

マントルと地球の変動／海の食物連鎖
※土日祝日のみの上映となります。

環境創造シアター　国立科学博物館番組上映

　大玉村のフォレストパークあだたら手前にある野生生物共生センターは、野生生物の生息状況の調査・研究や
企画展　「野生動物の交通事故を考えよう」　9 月 2 日 ( 土 ) ～ 10 月 22 日 ( 日 )

　環境創造センターまで町営バスが運行していますのでご利用ください。環境創造センターを利用する場合はバス料
金が無料です。詳しくは 3 月に配布した「三春町町営バス時刻表（追加版）」をご覧ください。

● 問い合わせ先　除染対策課　☎ 62-1122　FAX 61-1110

◆附属施設 野生生物共生センターイベント◆

 「荷造りひもでおしゃれなかごをつくろう！」
コミュタンクラフト　23 日 ( 土 )・24 日 ( 日 )

廃棄物を焼却した灰の現地調査

灰をセメントで固める実験
メントとどのような条件で混ぜ合わせて固めるのかなどの方法を検討しています。汚染された廃棄物の処理・
処分が安全で円滑に進むような研究を進めてまいります。

傷ついたり、弱ったりした野生動物を治療、保護し、自然界に復帰す
る手助けを行っています。企画展では県内動物の交通事故についてパ
ネル等で紹介するほか、復帰訓練中の動物の観察コーナーもあります
ので、ぜひご見学ください。（入館無料）
▶ 開 館 時 間　午前 9 時～午後 5 時
▶ 休   館   日　毎週月曜（祝日の場合はその翌日）
▶ 問い合わせ　野生生物共生センター
　　　　　　 　  ☎ 0243-24-6631
　　　　　　 　  （安達郡大玉村玉井字長久保 67）
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平成29年
8月1日

平成29年
7月4日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三 春 小 学 校
沢 石 小 学 校
要田小 学 校
御木沢小学校
岩 江 小 学 校
中妻 小 学 校
中郷 小 学 校
三 春中学 校
岩 江中学 校
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
北 保 育 所
岩 江 幼 稚 園
中郷 幼 稚 園
三 春 幼 稚 園

No. 測定施設
測定値

0.10
0.09
0.09
0.10
0.09
0.12
0.08
0.10
0.11
0.10
0.12
0.10
0.10
0.10
0.11

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.09）
（0.07）
（0.05）
（0.08）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

0.10
0.10
0.10
0.10
0.09
0.12
0.08
0.09
0.11
0.10
0.11
0.09
0.10
0.10
0.11

（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.05）
（0.08）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

平成29年
7月  6日

平成29年
6月  8日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.21
0.12
0.18
0.12
0.11
0.11
0.15
0.13
0.13 
0.12 
0.14
0.17
0.11
0.12 
0.17
0.11
0.16

0.21
0.12
0.18
0.13
0.11
0.11
0.15
0.13
0.14 
0.12 
0.14
0.18
0.11
0.12 
0.18
0.11
0.16

1cm高

0.11
0.12
0.09
0.10
0.16
0.12
0.10
0.13
0.11
0.13

遊具砂場

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担 橋 公 園
河 原 公 園
田 畑 公 園
中 央 公 園
一本松公園
城 山 公 園
庚申坂公園
番 組 公 園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
8月3日

0.10
0.12
0.10
0.12
0.18
0.12
0.10
0.12
0.09
0.17

0.12
0.13
-
0.09
0.15
-
0.09
0.10
0.09
-

● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値
　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 平成 29 年 4 月から都市公園等の空間線量測定は、偶数月のみとなります。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。
◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

 環境放射線量測定値をお知らせします 環境放射線量測定値をお知らせします

※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。

● 問い合わせ先　除染対策課　☎ 62-1122　FAX 61-1110

● 仮置き場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮
置き場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置き
場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆ 中妻地区仮置き場

◆ 北部三地区仮置き場 ◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

①
0.13
0.12
0.13
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.12
0.11
0.12

0.13
0.12
0.12
0.11

0.12
0.11
0.12
0.10

0.12
0.13
0.13
0.12

0.13
0.13
0.12
0.14

0.08
0.09
0.08
0.08

7月  5日
7月12日
7月19日
7月26日

測定日／測定点 ①
0.16
0.16
0.16
0.16

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.15
0.13
0.15

0.14
0.15
0.16
0.15

0.13
0.11
0.13
0.13

0.08
0.10
0.09
0.11

0.10
0.11
0.10
0.10

0.11
0.14
0.11
0.12

7月  6日
7月13日
7月20日
7月27日

測定日／測定点

①
0.09
0.10
0.10
0.10
0.10

② ③ ④
0.12
0.12
0.11
0.15
0.13

0.09
0.09
0.09
0.10
0.08

0.14
0.12
0.13
0.14
0.12

7月  3日
7月10日
7月19日
7月24日
7月31日

測定日／測定点 ①
0.11
0.11
0.13
0.12
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.11
0.11
0.12
0.12

0.12
0.11
0.11
0.12
0.12

0.12
0.12
0.11
0.12
0.11

0.08
0.09
0.08
0.10
0.07

0.11
0.12
0.11
0.11
0.10

0.10
0.10
0.11
0.12
0.10

7月  3日
7月10日
7月19日
7月24日
7月31日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場
①
0.10
0.10
0.10
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.10
0.10
0.10

0.11
0.11
0.10
0.11

0.18
0.18
0.18
0.18

0.15
0.16
0.15
0.15

0.11
0.11
0.12
0.13

0.12
0.12
0.11
0.13

7月  7日
7月14日
7月21日
7月28日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置き場

①
0.12
0.10
0.10
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.13
0.12
0.12

0.10
0.10
0.11
0.10

0.11
0.12
0.13
0.11

0.13
0.11
0.12
0.13

0.11
0.10
0.13
0.12

0.10
0.12
0.11
0.11

7月  4日
7月11日
7月18日
7月25日

測定日／測定点

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ    ☎ 62-6310
　　　　　　　　　　　　 FAX  62-6000
○ 主な施設
　除染対策課    ☎ 62-1122
　　　　　    FAX  61-1110
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ   ☎ 62-2113
　　　　　　　　　　FAX 62-3300
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地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　

中
郷
小
学
校
で
は
、
滝
桜
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
滝
桜
の
種
拾
い
な
ど
を

行
う
「
滝
桜
を
守
る
会
」
の
活
動
を
30
年
以
上
も
続
け
て
き
ま
し
た
。
平

成
30
年
に
福
島
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
植
樹
祭
に
滝
桜
に
関
わ
る
活
動
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
「
滝
桜
を
守
る
会
」
が
「
緑
の
少
年
団
」
に
加
入
し

ま
し
た
。

　

４
月
11
日
に
多
く
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
結
団
式
を
行
い
、
緑
の
少

年
団
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
滝
桜
を
守
る
会
」

の
活
動
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
多
く
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、

団
の
活
動
を
通
し
て
様
々
な
貴
重
な
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
滝
桜
を
守
る
会
で
は
、
滝
桜
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
し
て
遠
い
県
外

か
ら
来
た
人
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。
第
２
回
滝
桜
を
守
る
会
で
は
町
の

許
可
を
得
て
滝
桜
の
種
拾
い
や
幹
の
太
さ
を
体
感
す
る
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
６
月
11
日
に
伊
達
市
霊
山
町
で
行
わ
れ
た
全
国
植
樹
祭
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
に
も
４
年
生
以
上
の
代
表
の
児
童
が
参
加
し
、
団
長
と
副
団
長
の
児
童

が
本
校
で
育
て
た
滝
桜
の
苗
木
を
県
知
事
ら
と
共
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　

現
在
子
ど
も
た
ち
は
、
今
年
芽
吹
い
た
滝
桜
の
苗
木
を
来
年
の
全
国
植

樹
祭
に
向
け
て
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。「
滝
桜
を
守
る
会
」「
緑
の
少
年
団
」

の
活
動
を
通
し
て
ま
す
ま
す
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
の
機
会
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

中
郷
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX 62-6000

　小学校や中学校の 1 クラスの人数は、国の規定では 40 名以下とされています（小学 1 年は 35 人）が、福島県
では、小学 1・2 年、中学 1 年で 30 人学級編制とし、他の学年で 33 人を基準とする学級編制が可能な教員を配
当し、30 人程度の「少人数学級」にするか、担任を持たないで指導を可能とする「少人数指導」をするか選択で
きるようにしています。新年度がスタートし 4 か月、三春町でも少人数学級、少人数指導の編制を生かし、きめ
細やかな指導の充実を図り、児童生徒が充実した学校生活を送ることができるようにしています。

大切に滝桜の苗木の世話をしています

滝桜を背景に「緑の少年団」集合写真

　7 月 10 日、今年も、御木沢小学校から役場にプランターが 5 つ届き
ました。
　これは、町の人権擁護委員の方からいただいた苗を保健美化委員会が
大切に育てたものです。
　当日は、6 名の保健美化委員の子どもたちが宗形祐司校長、渡邊江利
子養護教諭と一緒に届けてくれました。児童たちは、「一生懸命育てたの
で、ぜひ役場玄関前に飾ってください。」と髙橋正美教育長に渡しました。

　地域貢献活動として、小学校児童の登下校の見守り活動を行っている
三春小学校子供見守り隊（交通安全協会三春町連合会荒町分会）と岩江っ
子見守り隊（岩江まちづくり協会）がニッセイ財団より顕彰され、両団
体の代表として佐藤誠之さんと伊丹勇次郎さんが報告に来庁されました。
　これからも子どもたちの安全・安心のためご協力をお願いいたします。

プランターを届けるため来庁された
御木沢小学校の皆さん

顕彰報告のため来庁された
伊丹勇次郎さん（左）と佐藤誠之さん（右）

御木沢小美化委員会からプランターが届きました

子ども見守り隊が顕彰されました

少人数によるきめ細やかな指導の実現
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【
５
年
男
子
】

▼ 

25
㍍
自
由
形

① 

関
根
蒼
空
（
三
春
２
）
／
② 

大
石
田
青

空
（
御
木
沢
）
／
③ 

本
多
春
樹
（
沢
石
）

／
④ 

後
藤
隼
斗
（
三
春
２
）
／
⑤ 
岡
田
海

莉
（
御
木
沢
）
／
⑥ 

沓
名
知
輝
（
三
春
２
）

▼ 

25
㍍
平
泳
ぎ

① 

安
部
成
登（
三
春
１
）／
② 

伊
藤
晃
大（
岩

江
１
）
／
③ 

渡
邊
皓
哉
（
中
郷
）

▼ 

25
㍍
背
泳
ぎ

① 

新
田
浩
大
（
中
郷
）
／
② 

大
沼
陽
太
（
御

木
沢
）
／
③ 

伊
藤
聖
人
（
御
木
沢
）
／
④ 

田
村
匠
（
三
春
１
）
／
⑤ 

三
浦
柊
明
（
中
郷
）

▼ 

50
㍍
自
由
形

① 

持
地
海
翔
（
岩
江
１
）
／
② 

武
田
紗
亜

（
三
春
２
）
／
③ 

田
中
陸
夢
（
三
春
１
）
／

④ 

佐
久
間
陸
翔（
沢
石
）／
⑤ 

今
泉
昊
士（
三

春
２
）
／
⑥ 

國
井
瑛
心
（
三
春
１
）

▼ 

50
㍍
平
泳
ぎ

① 

金
山
荒
太
（
中
郷
）
／
② 

笹
島
大
我
（
中

妻
）
／
③ 

坪
井
恭
祐
（
三
春
２
）
／
④ 

吉

田
翔
己
（
三
春
１
）
／
⑤ 

渡
邊
莉
央
（
岩

江
２
）
／
⑥ 

佐
藤
達
哉
（
三
春
１
）

▼ 

50
㍍
背
泳
ぎ

① 

幕
田
雄
太（
三
春
１
）／
② 

髙
野
日
向（
三

春
１
）
／
③ 

本
田
祥
多
（
御
木
沢
）

▼ 

25
㍍
×
４
リ
レ
ー

① 

三
春
１
／
② 

御
木
沢
／
③ 

中
郷
／
④ 

岩

江
２
／
⑤ 

沢
石
／
⑥ 

岩
江
１

【
５
年
女
子
】

▼ 

25
㍍
自
由
形

① 

篠
原
碧
（
岩
江
１
）
／
② 

橋
本
遥
珂
（
御

木
沢
）
／
③ 

加
藤
美
海
（
中
郷
）
④ 

安
澤

舞
（
沢
石
）
／
⑤ 

鈴
木
ひ
よ
り
（
三
春
１
）

／
⑥ 

渡
邉
夏
葵
（
中
郷
）

▼ 

25
㍍
平
泳
ぎ

① 

安
達
唯
（
三
春
２
）
／
② 

橋
本
真
歩
（
中

郷
）
／
③ 

遠
藤
結
咲
（
中
妻
）
／
④ 

湯
峯

夏
夕
（
御
木
沢
）

▼ 

25
㍍
背
泳
ぎ

①
橋
本
優
依
（
中
郷
）
／
② 

大
原
好
心
（
岩

江
１
）
／
③ 

遠
藤
葵
（
御
木
沢
）
／
④ 

過

足
愛
菜
（
中
郷
）
／
⑤ 

遠
藤
咲
空
（
御
木
沢
）

／
⑥ 
佐
久
間
若
芭
（
三
春
２
）

▼ 
50
㍍
自
由
形

① 

平
野
美
穂
（
三
春
２
）
／
② 

近
内
雅
（
中

郷
）
／
③ 
千
葉
咲
良
（
中
妻
）

▼ 

50
㍍
平
泳
ぎ

① 

小
野
寺
果
子
（
三
春
１
）
／
② 

宗
像
櫻

音
（
三
春
２
）

▼ 

50
㍍
背
泳
ぎ

① 

橋
本
典
奈（
中
郷
）／
② 
宗
像
珠
稀
子（
中

郷
）

▼ 

25
㍍
×
４
リ
レ
ー

① 

中
郷
／
② 

三
春
２
／
③ 

岩
江
１
／
④ 
御

木
沢
／
⑤ 

三
春
１
／
⑥ 

岩
江
２

【
６
年
男
子
】

▼ 

25
㍍
自
由
形

① 

佐
久
間
廉
斗
（
三
春
１
）
／
② 

安
齋
朋

樹
（
岩
江
１
）
／
③ 

川
田
慧
祐
（
中
妻
）

／
④ 

鈴
木
貴
博
（
中
郷
）
／
⑤ 

長
谷
川
玄

汰
（
岩
江
２
）
／
⑥ 

笠
原
颯
（
岩
江
１
）

▼ 

25
㍍
平
泳
ぎ

① 

渡
辺
碧
海
（
御
木
沢
）
／
② 

佐
藤
凌
空

（
岩
江
２
）
／
③ 

国
分
遥
大
（
御
木
沢
）
／

④ 

吉
田
碧
斗（
御
木
沢
）／
⑤ 

吉
田
凰
華（
岩

江
２
）
／
⑥ 

小
針
章
央
（
中
妻
）

▼ 

25
㍍
背
泳
ぎ

① 

小
野
寺
遼
（
岩
江
１
）
／
② 

佐
久
間
廉

斗
（
三
春
２
）
／
③ 

佐
藤
壱
成
（
岩
江
１
）

／
④ 

川
﨑
凛
耶
（
三
春
２
）
／
⑤ 

佐
藤
拓

都
（
岩
江
２
）
／
⑥ 

橋
本
柊
（
三
春
１
）

▼ 

50
㍍
自
由
形

① 

佐
久
間
圭
太
（
沢
石
）
／
② 

橋
本
隼
（
中

郷
）
／
③ 

橋
本
翼
（
三
春
２
）
／
④ 

野
上

春
斗
（
岩
江
２
）
／
⑤ 

末
秋
津
（
三
春
１
）

／
⑥ 

渡
辺
賢
治
（
御
木
沢
）

▼ 

50
㍍
平
泳
ぎ

① 

安
齋
朋
樹
（
岩
江
１
）
／
② 

橋
本
隼
（
中

郷
）
／
③ 

伊
藤
充
宏
（
御
木
沢
）
／
④ 

平

野
義
生
（
三
春
２
）
／
⑤ 

野
上
春
斗
（
岩

江
２
）
／
⑥ 

長
谷
川
永
久
（
御
木
沢
）

▼ 

50
㍍
背
泳
ぎ

① 

鈴
木
貴
博
（
中
郷
）
／
② 

佐
藤
優
光
（
三

春
１
）
／
③ 

国
分
遥
大
（
御
木
沢
）
／
④ 

渡
辺
碧
海
（
御
木
沢
）
／
⑤ 

渡
辺
賢
治
（
御

木
沢
）
／
⑤ 

佐
藤
真
翔
（
三
春
２
）

▼ 

100
㍍
自
由
形

① 

平
野
義
生
（
三
春
２
）
／
② 

渡
辺
修
平

（
岩
江
１
）
／
③ 

石
井
優
弥
（
三
春
２
）
／

④ 

武
藤
大
翔
（
三
春
２
）

▼ 

25
㍍
×
４
リ
レ
ー

① 

中
妻
／
② 

三
春
２
／
③ 

中
郷
／
④ 

三
春

１
／
⑤ 

岩
江
２
／
⑥ 

岩
江
１

▼ 

50
㍍
×
４
リ
レ
ー

① 

岩
江
１
／
② 

三
春
１
／
③ 

三
春
２
／
④  

岩
江
２
／
⑤ 

御
木
沢

【
６
年
女
子
】

▼ 
25
㍍
自
由
形

① 

佐
藤
心
結
（
中
郷
）
／
② 

佐
藤
千
夏
（
三

春
２
）
／
③ 
大
田
夏
姫
（
中
妻
）
／
④ 

古

舘
茜
（
岩
江
１
）
／
⑤ 

千
葉
真
楓
（
中
妻
）

／
⑥ 

影
山
紗
菜
（
中
郷
）

▼ 

25
㍍
平
泳
ぎ

① 

橋
本
晏
（
御
木
沢
）
／
② 
細
川
結
加
（
岩

江
１
）
／
③ 

千
葉
真
楓
（
中
妻
）
／
④ 

村

上
リ
ナ
（
中
郷
）
／
⑤ 

七
海
星
那
（
岩
江
１
）

／
⑥ 

渡
辺
由
貴
（
御
木
沢
）

▼ 

25
㍍
背
泳
ぎ

① 

佐
藤
叶
望（
三
春
１
）／
② 

佐
久
間
愛（
御

木
沢
）
／
③ 

白
岩
遥
（
三
春
２
）
／
④ 

黒

田
莉
帆
（
岩
江
１
）
／
⑤ 

影
山
紗
菜
（
中
郷
）

／
⑥ 

古
舘
茜
（
岩
江
１
）

▼ 

50
㍍
自
由
形

① 

橋
本
晏
（
御
木
沢
）
／
② 

白
岩
遥
（
三

春
２
）
／
③ 

會
田
芽
（
岩
江
１
）
／
④ 

佐

久
間
埜
乃
（
沢
石
）
／
⑤ 

先
崎
桃
音
（
岩

江
２
）
／
⑥ 

影
山
美
咲
（
岩
江
２
）

▼ 

50
㍍
平
泳
ぎ

① 

増
子
心
唯
（
岩
江
１
）
／
② 

會
田
芽
（
岩

江
１
）
／
③ 

佐
久
間
菜
緒
（
三
春
２
）
／

④ 

影
山
美
咲
（
岩
江
２
）
／
⑤ 

佐
久
間 

愛

（
御
木
沢
）
／
⑥ 

伊
藤
陽
菜
（
中
妻
）

▼ 

50
㍍
背
泳
ぎ

① 

佐
藤
心
結
（
中
郷
）
／
② 

村
上
リ
ナ
（
中

郷
）
／
③ 

佐
久
間
菜
緒
（
三
春
２
）
／
④ 

鈴
木
佑
惟
（
三
春
１
）

▼ 

100
㍍
自
由
形

① 

増
子
花
凜（
岩
江
２
）／
② 

鈴
木
佑
惟（
三

春
１
）

▼ 

25
㍍
×
４
リ
レ
ー

① 

中
郷
／
② 

中
妻
／
③ 

沢
石
／
④ 

三
春
２

／
⑤ 

岩
江
１
／
⑥ 

三
春
１

▼ 

50
㍍
×
４
リ
レ
ー

① 

岩
江
１
／
② 

三
春
２
／
③ 

岩
江
２
／
④ 

三
春
１
／
⑤ 

御
木
沢

　

７
月
25
日
、
町
営
貝
山
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
町
内
の
各
小
学
校
５
・
６
年
生
に
よ
る
、
三
春

町
小
学
校
水
泳
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
○
数
字
は
順
位
・
か
っ
こ
内
は
学
校
・
学
級
名
）

第
35
回
三
春
町
小
学
校
水
泳
交
歓
会
開
催

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX 62-6000
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外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

７月９日～８月８日に
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
付
金

　

 

影
山
勝
夫
（
馬
場
）

　

 

郡
山
ヤ
ク
ル
ト
販
売
（
株
）

　
　
　
　
　
（
代
）
長
谷
川
進

▽ 

物
品

　

 

増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽ 

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

▽ 

田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

▽ 

ア
リ
イ
ポ
エ

▽ 

ザ
・
ほ
っ
ぴ
い

▽ 

上
野
ト
ク
（
平
沢
）

▽ 

大
越
瑛
子
（
弓
町
）

▽ 

河
辺
サ
タ
子
（
弓
町
）

▽ 

國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

▽ 

齊
藤
キ
ミ
子
（
南
町
）

▽ 

佐
久
間
善
子
（
大
町
）

▽ 

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

▽ 

鈴
木
ノ
リ
子
（
八
島
台
）

▽ 

橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

▽ 

橋
本
光
子
（
御
免
町
）

▽ 

村
上
貞
子
（
八
島
台
）

▽ 

市
川
喜
恵
子
（
熊
耳
）

▽ 

高
橋
カ
ツ
枝
（
熊
耳
）

▽ 

高
橋
多
恵
子
（
熊
耳
）

▽ 

門
馬
和
子
（
熊
耳
）

▽ 

栁
沼
サ
ツ
イ
（
熊
耳
）

▽ 

渡
辺
ハ
ル
子
（
熊
耳
）

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

▽ 

金
谷
喜
一

★ 認知症サポーター養成講座のお知らせ

　毎月第 1 木曜日に認知症カフェを開催しています。事
前の申込みはいりません。お茶を飲みながら楽しくお
しゃべりしませんか。
▶ 開催日時　9 月 7 日（木）　午前 10 時〜午後０時
　　　　　　 10 月 5 日（木）　午前 10 時〜午後０時
▶ 場　　所　三春病院 1 階健診室前
▶ 身体と脳を鍛える簡単なストレッチ
▶ 健康講座　▷ 9 月「認知症の豆知識」
　　　　　     ▷ 10 月「ノロウィルス感染予防対策」
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）

オレンジカフェ☆さくら（三春病院）

▶ 内　　容　認知症に関する知識・予防、認知症の方への対応方法　など（60 〜 90 分程度）
▶ 講　　師　講師養成研修を修了した三春病院職員 ( 看護師・言語聴覚士など )
※　認知症サポーター養成講座修了者にはオレンジリングを配布致します。
▶ お問合せ　町立三春病院入退院支援室　大内　☎ 73-8277
※ 1 回に 5 名以上の団体でお申し込みください。

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

★ 第 8 回みはるフェスタ　「— 絆 — 笑顔でつながろう三春」
　今年もまた楽しいイベントを企画しています。お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。
▶ 開催日時　10 月 7 日（土）　午後 1 時 30 分〜 3 時 30 分
▶ 場　　所　三春病院　特設会場（雨天時も開催します）
▶ 内　　容　ボランティアイベント
　　　　　　 バザー
　　　　　　 飲食・お菓子つかみ取り・ゲーム
　　　　　　 作品展示　　　　　　　　　　　　　　等
　　　　　　 ※ その他、只今楽しい企画を準備中です。
▶ お問合せ　第 8 回みはるフェスタ実行委員会　☎ 62-3131

★ 導入医療機器の紹介　膀胱用超音波診断装置（泌尿器科外来）
　尿が出にくくなる排尿困難や、ほとんど尿が出せない尿閉がある場合に心配なのが残尿です。この装置
は、膀胱に超音波を送り、跳ね返ってきた反射波でどのくらい尿がたまっているかを測定できます。約 5
秒で測定、痛みもありません。残尿感でお困りの方は泌尿器科を受診ください。

※ 医療・介護・福祉の相談
　にも専門のスタッフが対
　応します。

　今月は栄養士による「簡単！スイートポテトの作り
方」です。できたてのおやつを食べながら楽しくお
しゃべりしましょう。
　事前申込みはいりませんので、お気軽にご参加くだ
さい。
▶ 場　　所　三春町敬老園 2 階
▶ 参 加 費　無料　※ エプロンをご持参ください。
▶ お問合せ　三春町敬老園　☎ 62-3618

★ 認知症サポーター養成講座のお知らせ

オレンジカフェ☆さくら（三春病院）

★ 第 8 回みはるフェスタ　「— 絆 — 笑顔でつながろう三春」

★ 導入医療機器の紹介　膀胱用超音波診断装置（泌尿器科外来）
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◆ 

南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　

７
月
19
日
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
各
部
の

壮
行
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
山
形
県
、
宮
城
県
そ
し
て
福
島
県

の
３
県
で
行
わ
れ
、
本
県
と
し
て
は
39
年
ぶ

り
の
地
元
開
催
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

す
。
本
校
か
ら
は
５
競
技
（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
・
柔
道
・
ボ
ー
ト
）
50
名
が
全
国
大
会

へ
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

壮
行
会
で
は
生
徒
会
役
員
よ
り
紹
介
が
あ

り
、
各
部
代
表
か
ら
御
礼
と
奮
闘
を
誓
う
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
も
「
水
戸
屋
（
鴫
原
）」

さ
ん
か
ら
出
場
選
手
に
激
励
の
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

◆ 

体
験
入
学

　

７
月
25
日
、
来
年
度
本
校
入
学
を
目
指
す

中
学
生
や
そ
の
保
護
者
な
ど
へ
の
体
験
入
学

を
開
催
し
ま
し
た
。
真
夏
の
暑
い
時
期
で
す

が
、
毎
年
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
今
年
も

県
内
各
地
か
ら
３
８
３
名
の
中
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

生
徒
会
役
員
の
進
行
に
よ
る
学
校
紹
介
、

授
業
体
験
、
部
活
動
体
験
、
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
通
し
て
、
参
加
者
に
は
ほ
ん
の
少
し

で
す
が
、
田
村
高
校
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
来
春
の
受
験
者
数
が
増
え
る
よ

う
田
村
高
校
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
大
会
で
は
地
元
を
代
表
し
て
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
の
小
野
和
磨
さ
ん（
３
年
・

伊
達
中
出
身
）
と
柔
道
競
技
の
瀧
澤
秀
斗
さ

ん
（
３
年
・
若
松
四
中
出
身
）
が
該
当
競
技

で
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

戦
績
は
、
柔
道
競
技
に
出
場
し
た
瀧
澤
秀

斗
さ
ん
（
３
年
・
若
松
四
中
出
身
）
と
杉
山

海
さ
ん
（
３
年
・
明
野
中
出
身
）
が
地
元
の

意
地
を
見
せ
、３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
競
技
に
参
加
し
た
選
手
も
そ
れ
ぞ

れ
大
い
に
健
闘
し
ま
し
た
。

　

地
元
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
先
立
ち
、
北
海
道

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
女
子
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
は
48
㎏

級
に
出
場
し
た
安
藤
千
鈴
さ
ん
（
２
年
・
須

賀
川
二
中
出
身
）
が
見
事
優
勝
し
、
日
本
一

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、53
㎏
級
で
鈴
木
あ
み
さ
ん（
３

年
・
岩
江
中
出
身
）
が
５
位
、
69
㎏
級
で
遠

藤
朱
李
さ
ん
（
３
年
・
鏡
石
中
出
身
）
が
５

位
に
入
賞
し
、
団
体
総
合
で
も
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
三
春
町
民
の
方
々
の
温
か
い

ご
支
援
・
ご
声
援
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

水戸屋の鴫原さんの
激励のようす

ソフトテニス競技選手宣誓
（3 年・小野和磨さん）

柔道競技選手宣誓
（3 年・瀧澤秀斗さん）

8 年連続表彰
（ソフトテニス女子）

3 位入賞の
杉山海さん（左）と瀧澤秀斗さん（右）

試合のようす
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★ 

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
指
導
員
・
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
等
研
修
会
開
催
！

　

７
月
13
日
に
特
別
支
援
教
育
相
談
員
で
あ
る
渡
辺
裕
氏
を
講

師
に
迎
え
、
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
の
活
動
支
援
を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
安
全
管
理
員
・
活
動
指
導
員
・
放
課
後
児
童
支
援
員
お

よ
び
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
等
を
対
象
に
、
特
別
支
援
児
童
の
対
応

の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
三
春
小
学
校
の
特
別
支

援
教
室
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
講
義
を
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
推
進
事
業

▼ 

問　

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
62-

８
６
６
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

８
６
６
９

岩江スポーツ少年団紹介
　岩江スポーツ少年団は 1980 年に創立され、ソフ
トボールとバレーボールで活動しています。
　ソフトボールは本年も頑張っており、地域の皆さ
んからも応援していただいております。
　バレーボールは６年ぶりに県大会に出場すること
ができました。
バレーボールの団員は県大会で勝てるよう練習に励
んでいます。

▶ 練習日
▷ ソフト・バレー　毎週土・日　原則　午前 9 時〜午後 0 時
▷ ソフトボール　　水曜日　午後 4 時〜 6 時
▷ バレーボール　　火曜日　午後 6 時〜 8 時

岩江スポーツ少年団の皆さん

入団団員募集中です
問　五十嵐　☎ 090-9745-9535

夏の軽装運動期間を延長します
省エネ対策の一環として実施しております、職員の軽装（ノーネクタイ）運動を

10 月下旬まで延長することと致しました。
この間、室内温度を高めに設定しますので、ご理解とご協力をお願いします。

問　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX 61-1110

★ 

ま
ほ
ら
っ
こ
夏
休
み
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
！

　

７
月
24
日
に
町
内
６
地
区
で
実
施
し
て
い
る
「
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
」
の
児
童
を
対
象
に
夏
休
み

教
室
を
中
妻
地
区
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
夏
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
ー
を
作
り
、
み
ん
な
で
交
流
し
な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
中
妻
小
学
校
体
育
館
で
菅
野
葵
先
生
を
講
師
に
「
ヒ
ッ
プ
ポ
ッ
プ
ダ
ン
ス
」
を

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
野
菜
の
皮
を
む
く
の
が
楽
し
か
っ
た
。」「
ポ
ッ
キ
ー
ダ
ン
ス
が
踊
れ
て

楽
し
か
っ
た
。」
と
い
う
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

研修会のようす

夏カレー作りのようす

交流会のようす

ヒップホップダンスのようす
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自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
観
察
会

　
　
　
　
　
　
　

   
夜
の
昆
虫
観
察
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

７
月
22
日
午
後
６
時
30
分
か
ら
、
向
山
森
林

公
園
で
夜
の
昆
虫
と
コ
ウ
モ
リ
の
観
察
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

昆
虫
観
察
は
、
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
（
夜
行
性

の
昆
虫
は
光
に
集
ま
る
と
い
う
習
性
を
利
用
し

た
罠
）
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

薄
明
り
の
残
る
時
間
帯
は
、
ま
だ
昆
虫
は
集

ま
ら
な
い
の
で
、
そ
の
時
間
を
利
用
し
て
コ
ウ

モ
リ
の
観
察
を
し
ま
し
た
。
向
山
に
は
木
の
穴

に
住
む
コ
ウ
モ
リ
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
て
、

上
空
を
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
飛
ぶ
コ
ウ
モ
リ
を
何
頭
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
る
と
オ
オ
ミ
ズ
ア
オ
と
い
う
薄
い

水
色
を
し
た
手
の
ひ
ら
く
ら
い
あ
る
大
型
の
ガ

や
ミ
ヤ
マ
カ
ミ
キ
リ
、
角
が
無
く
小
型
で
一
見

カ
ブ
ト
ム
シ
の
仲
間
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
肉
食

性
の
カ
ブ
ト
ム
シ
で
あ
る
コ
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど

多
く
の
昆
虫
を
観
察
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
や
や
気
温
が
低
い
こ
と
と
観
察
し

た
時
間
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
残
念
な

が
ら
お
目
当
て
の
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
や
普
通
の
カ

ブ
ト
ム
シ
は
飛
ん
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ライトトラップ
（明かりに虫を集める仕組み）

オオミズアオ
（手のひらくらいある美しいガ）

育
児
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
を

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　

６
月
24
日
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
小
梅

の
会
」
に
よ
る
育
児
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
を
、
三

春
駅
前
健
康
サ
ロ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
が
提
供
さ
れ
、
多
く

の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
年
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
で
き
て
い
る
の

は
、
提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
、
仕
分
け
を
し
て

く
だ
さ
る
方
な
ど
様
々
な
方
の
協
力
で
成
り

立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
参
加

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
提
供
す
る
側
、
提
供
さ
れ
る
側
が
お

互
い
に
気
持
ち
良
く
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 　

な
お
、
育
児
用
品
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼ 

問
▽ 

駅
前
健
康
サ
ロ
ン　
☎
62-

８
６
８
１

▽ 

保
健
福
祉
課　
　
　
☎
62-

３
１
６
６

育児用品リサイクルのようす
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御木沢児童クラブ
盆太鼓の発表のようす

「
さ
く
ら
湖
自
然
教
室
２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
30
日
、
森
と
湖
実
行
委
員
会
主
催
の
「
さ
く
ら
湖
自
然
教
室
２
０
１
７
」
が
、

さ
く
ら
湖
周
辺
の
各
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
90
名
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｅ
ボ
ー
ト
で
さ
く
ら
湖
面
に
こ
ぎ
出
す
「
水
上
探
検
教
室
」、
水
生
生
物
観
察
園
の

水
辺
の
生
き
物
を
観
察
し
、
外
来
生
物
に
つ
い
て
知
り
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
に
参
加
し
た

「
水
生
生
物
観
察
教
室
」、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
昆
虫
採
集
を
し
な
が
ら
森
に
住
む
虫
を

観
察
す
る
「
昆
虫
観
察
教
室
」
に
分
か
れ
て
、
さ
く
ら
湖
周
辺
の
森
や
、
湖
な
ど
の
自

然
に
親
し
み
、
そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
三
春
ダ
ム
の
提
体
内
や
ダ
ム
操

作
室
、
水
質
検
査
室
を
見
学
し
、
仕
組
み
や
役
割
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

昆虫観察教室ダム施設見学

水生生物観察教室水上探検教室

知
事
感
謝
状
伝
達
式
が

　
　

  　

行
わ
れ
ま
し
た

　

７
月
28
日
、
個
人
県
民
税
賦
課
微
収

の
優
良
市
町
村
と
し
て
三
春
町
が
選
ば

れ
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
長
か
ら

知
事
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
４
年
連
続
で
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

県
で
は
、
県
税
納
税
に
つ
い
て
功

　

績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
等
に
対

　

し
、
知
事
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い

　

ま
す
。

知事感謝状伝達式のようす

子
ど
も
夏
ま
つ
り
が

　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
29
日
に
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
が
三
春

交
流
館
「
ま
ほ
ら
」、
30
日
に
御
木
沢
児
童

ク
ラ
ブ
が
御
木
沢
小
学
校
体
育
館
を
会
場

に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
子
ど
も
夏
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
雨
模
様
の
天
気
で
し
た
が
、

手
作
り
の
神
輿
を
担
い
だ
り
、
保
護
者
が

運
営
す
る
出
店
を
体
験
し
た
り
、
子
ど
も

た
ち
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
ま
つ
り
で
は
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た
け
ん
玉
、

ダ
ン
ス
、
盆
太
鼓
の
披
露
が
あ
り
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

わんぱくクラブ
てづくりの神輿を担いでいるようす
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三
春
町
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　

給
食
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た

　

７
月
に
町
内
の
小
中
学
校
で
三
春
町
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
用
し
た
給
食
を
提
供

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
す
べ
て
三
春
町
内
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
の
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。
今
が
旬
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
ジ
ャ
ム
や
ソ
ー
ス
に
加
工
し
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
地
産
地
消
～
地
元
の
特
産
品
を
給
食
で
い
た
だ
く
～
と
い
う
貴
重

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　出産後１年以内にあるお母さんで、体調がすぐれ
ないため、家事や育児が困難な方で、日中、支援し
てくれる人がいない方に対してヘルパーを派遣して、
調理、洗濯、掃除などの家事や沐浴のお手伝いなど
の育児を援助する事業です。
▶ 申込方法
　子育て支援課へ印鑑を持ってお申し込みください。

▼ 利用について

利用可能な日 毎日
8時～18時利用可能な時間帯

利用上限
利用料

1日2回まで／1回2時間以内
1回1時間につき250円

利用できる方 産後1年以内の産婦

▼ サービスについて

育児に関するもの

＊食事の準備および後片付け
＊衣類の洗濯、補修
＊居室等の清掃、整理整頓
＊授乳
＊おむつ交換

＊生活必需品の買い物
＊関係機関との連絡
＊その他必要な家事援助

＊沐浴介助
＊その他必要な育児援助

家事に関するもの

産後ヘルパーの利用について

問い合わせ先　子育て支援課　子育て支援グループ　☎ 62-0055　FAX 62-3232

　

東
京
目
黒
の
子
ど
も
た
ち 

三
春
で
夏
合
宿

　

平
成
20
年
か
ら
始
ま
っ
た
東
京

都
目
黒
区
と
の
交
流
。

　

東
京
都
目
黒
区
の
少
年
軟
式
野

球
チ
ー
ム
の
目
黒
ピ
ー
タ
ー
ス
、

総
勢
56
名
が
野
球
合
宿
の
た
め
三

春
町
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

目
黒
ピ
ー
タ
ー
ス
は
８
月
11
日

か
ら
13
日
ま
で
の
３
日
間
合
宿
を

行
い
、
小
中
学
生
と
も
、
毎
日
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
練
習
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

目黒ピータースの皆さん

練習風景



主 な 施 設 の 休 館 日
▶ 図書館（☎ 62-3375）
　 9 月 4・6・11・18・23・25 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　 9 月 4・11・19・25 日
▶ ステーション（☎ 61-1546）
　 休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　 （☎ 62-5263）
　 9 月 4・11 〜 15・19・25 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　 9 月 4・11・25 日
▶ 児童生活センター
　 （☎ 62-8666）
　 日曜日、祝日
▶ 地域子育て支援センター
　 （☎ 62-0555）（旧中央児童館内）
　 土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　 土・日曜日、祝日

延　長　業　務
▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　9 月 6・13・20・27 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　9 月 3・10・17・24 日
　 午前８時 30 分〜 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　9 月 16 日（土）・17 日（日）
　 午前９時〜午後４時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX 62-4727

三春交流館運営協会自主事業

◆ 平成 29 年度自主事業の予定について

開催日 催事名 内容

平成30年
１月８日（月・祝）

ニューイヤーコンサート2018
「映画音楽の旅」

2011年のニューイヤーコンサートで
大人気を博した須川展也、山形由美、
小柳美奈子、鈴木大介の4人の奏者
による「映画音楽の旅」コンサートを
再び開催します。

問い合わせ先　三春交流館「まほら」
　　　　　　　☎ 62-3837　FAX 62-4727

　東京藝術大学音楽学部邦楽科のＯＧにより結成された若手女性邦楽ユニットで
す。日本の伝統芸能の一つである長唄を普及・継承し、古来の所作や美徳、精神
性を崩さず、“魅せる長唄” の実現を探求しています。当日は、「越

え ち ご

後獅
じ し

子」や「和
楽器＆日本舞踊レクチャー」等を実施しますのでお楽しみください。
◆ 開 催 日　10 月 14 日（土）午後３時開演、午後２時 30 分開場
◆ 前売り券　全席指定　一般 2,500 円　高校生以下 1,000 円（当日 500 円増）
＊チケット好評発売中！

綾音　～Ａｙａｎｅ～　長唄

市町村対抗福島県軟式野球大会開催
　第 11 回市町村対抗福島
県軟式野球大会（実行委
員会・福島民報社主催）が、
9 月 9 日（土）から開催
されます。
　三春町チームの初戦は
9 月 17 日（日）の第 1 試
合（ 午 前 8 時 30 分 開 始
予定）、しらさわグリーン
パーク野球場で北塩原村と対戦します。三春町チームの健闘を願い、ぜひ応
援にお出かけください。
　なお、大会日程は、雨天などにより順延する場合がありますので、詳しく
はお問い合わせください。

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX 62-4727

大会に出場する三春町チームの皆さん
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 9 月～ 10 月 1 日のイベント情報 ◆◆◆

20日（水）
～22日（金）

16日（土） 24日（日）

ピティナピアノステップ

平成29年度文化庁劇場・音楽堂活性化事業大江戸人形喜劇『弥次さん喜多さんトンちんカン珍道中』

9月
17日（日）

13時30分～15時
まほらホール／自由席
大人1,500円
子ども（4才以上）800円
親子ペア券2,000円

9月

9月9月

9月

郡山市内の3つのピアノ教室の本格的
な声楽の発表会です。子どもたちの熱
演と、美しいオペラのアリアをどうぞお
楽しみください。【コンセール･デ･プレ
アデス(佐久間) ☎080-5553-1221】

2日（土）
弥次さん喜多さんは大食い大会で起こ
した大失敗から江戸を追われ、流行りの
お伊勢参りに向かいます。二人の愉快な
珍道中をお楽しみに！

【三春おやこ劇場 ☎62-4693】

磐州市「秋祭り市」
地元の農産物や商店の特売品など、い
ろいろなお店が出ますので、ぜひお越
しください。

【三春磐州市実行委員会(村上)
☎62-1409】

11時～13時
交流広場

10時～17時
まほらホール
自由席／無料

音楽教室の希望者による発表会です。
主にヴァイオリンですが、ギター、サッ
クス、歌などや、講師演奏などがあるか
もしれません。
　　　　　　  【井上聡 ☎62-3779】

13時30分
～15時30分
まほらホール
自由席／無料

コンセール・デ・プレアデスピアノ発表会

第68回福島県中高校演劇コンクール
20日 12時30分～15時30分
21日 9時30分～15時30分
22日 9時30分～15時30分
まほらホール
自由席／無料

県中地区の高等学校9校が参加しての演
劇コンクールが開催されます。入場無料で
すので演劇が好きな方はどなたでもお越
しください。【郡山女子大学付属高等学校
　　　　　　　   ☎024-932-4352】

10時～
まほらホール
無料

今回のステップは、ソロピアノ以外に、ヴ
ァイオリンとチェロを加えたピアノトリオ
の演奏があります。ぜひお聴きください。
【ピティナピアノステップ郡山ステーション
　　　　　　　　 ☎024-945-6220】

1日（日）

いのうえ・こうの音楽教室発表会
10月

　　　申込・問
　　　自然観察ステーション　☎ 61-1546

　秋の天体を観察します。
▶ 日　　時　9 月 8 日（金）、16 日（土）
　　　　 　　午後 7 時〜 9 時
▶ 集合場所　自然観察ステーション天文台
▶ 参 加 料　大人 200 円／子ども 100 円

星を見る会
　さくら湖周辺の食べられる山菜や果実を観察します。
▶ 日　　時　10 月 1 日（日）
　　　　　　 午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参 加 料　無料
▶ 持 参 品　長袖・長ズボン

秋の味覚を楽しむ会

トンボ（秋の虫）観察会

自然観察ステーション イベント情報

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX 62-4727

図書館臨時休館のお知らせ

年に１度の蔵書点検と、図書館システムを新しくするため、上記期間お休みします。
休館中の資料の返却には「返却ポスト」をご利用ください。

歴史民俗資料館臨時休館のお知らせ

　歴史民俗資料館では、大切な資料の保存や害虫・カビなどの発生を予防するために、くん蒸作業を行います。
　このため、上記期間は歴史民俗資料館が臨時休館となります。
　なお、今年度、入館料を無料としている郷土人形館はこの期間も開館しておりますので、ぜひご来館ください。

問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX 61-1026

問　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX 62-6953

10 月 2 日（月）～ 9 日（月）

9 月 12 日（火）～ 15 日（金）

趣
味
・
教
養

　トンボに代表される秋の虫を採集し観察します。
▶ 日　　時　9 月 16 日（土）
　　　　　　 午前 9 時〜午後 11 時 30 分
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参 加 料　無料
▶ 持 参 品　長袖・長ズボン
　　　　　     ※あれば虫かご、虫あみ
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〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX 61-1026〉

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX 62-8669〉

〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈保健福祉課　☎ 62-3166　FAX 62-0202〉

図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・保健福祉課の今月の行事
　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・保健福祉課の今月の行事をお知らせします。
　詳しい内容はお問い合わせください。

就学前の9月生まれの
お子さんと保護者

保護者の方が、新しい友人とお話するなどして楽しい一時を過
ごしてみませんか。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
9月生まれのお友達集まってね。

離乳食期のお子さん
と保護者

町の保健師・栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

季節の製作を親子でつくり持ち帰ります。

図書館のスタッフが来て楽しいお話をします。

ハピハピＤaｙ

対　象行　事 日　時 場　所

おはなし“あのね”

9月8日（金）
11時～

お誕生会
9月生まれ（要予約）

9月6日（水）
11時30分～

9月29日（金）
11時30分～
申込期限9月22日（金）

特になし

就学前のお子さんと
お母さん

内　容

のびのびの日
離乳食についての相談

9月15日（金）
10時～12時

たのしいせいさく 9月20日（水）
11時30分～

出前おはなし会 9月26日（火）
10時～11時

特になし

特になし

地域
子育て支援
センター

9月16日（土）
9時30分～

絵本・紙芝居の読み聞かせ、ビデオ上映

テーマ：「おべんとうをつくろう」　参加費：100円
折り紙でおべんとうをつくってみよう。
サンドイッチやおにぎり、おかずはなににしようかな？
自分の食べたいおべんとうをつくろう。
申 込 先：児童生活センター（三春小学校内）へ参加費
　　　　を添えてお申し込みください。

ミニシアター

対　象行　事 日　時 場　所
9月9日（土）
10時～

小学校２年生以上おりがみクラブ

幼児・児童・保護者
幼児は保護者同伴

内　容

三春小
わんぱく
クラブ室

※１回ずつの申込制

平成29年5月11日
～6月10日生まれ

3歳児 平成26年6月1日
～6月30日生まれ

特になし

母子手帳・問診票・こどもノート・尿・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

保健センター開放日

平成28年11月1日
～11月30日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

おやつやさん

平成28年2月1日
～2月28日生まれ

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

9月19日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

9月21日（木）
13時～13時15分受付
9月20日（水）
13時～13時15分受付

1歳6か月児

9月19日（火）
9時～12時

9～10か月児 9月27日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前 10 時～午後０時／午後 1 時～ 3 時

9月10日（日）
10時30分～11時日ようおはなし会

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館
絵本とわらべ唄 9月27日（水）

10時30分～11時

幼稚園児と小学生低学年

乳幼児と保護者、妊婦
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子
ど
も
・
親
子

健　

康 〈
平
成
30
年
度
４
月
入
所

保
育
所
・
幼
稚
園
の
入
所

　
　
　
　
　
　

  

受
付
案
内
〉

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
町
立
保

育
所
・
幼
稚
園
の
入
所
・
入
園
募

集
は
10
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▼ 

申
込
受
付
期
間

 　

10
月
２
日
（
月
）
～
31
日
（
火
）

▼ 

申
込
用
紙
配
布
開
始

 　
10
月
２
日
（
月
）
～

▼ 

申
込
用
紙
配
布
場
所

▽ 

各
保
育
所
・
幼
稚
園

▽ 

子
育
て
支
援
課

　

 （
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

▽ 

役
場
１
階
窓
口

※ 

詳
し
く
は
広
報
﹁
み
は
る
﹂
10

　
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。

▼ 

問　
子
育
て
支
援
課

　
　
　

 

保
育
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

０
０
５
５

〈「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」
開

催
の
お
知
ら
せ
〉

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。

　

お
茶
（
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
）
を

飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気

持
ち
で
、
助
産
師
や
保
健
師
に
相

談
を
し
た
り
、
同
じ
子
育
て
を
し

て
い
る
方
と
お
話
し
が
で
き
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時　
９
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　

        

11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

                

１
階 

ホ
ー
ル

▼ 

内
容

▽ 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

▽ 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　

 

相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
・
身
長
の
発

　

 

育
確
認

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　

 

つ
い
て
の
相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ
ン
ポ

　

 

イ
ン
ト
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

▼ 

対
象　
現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　
　

 

産
後
１
年
未
満
の
マ
マ

▼ 

持
参
物　
母
子
手
帳
、タ
オ
ル
、

　

粉
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
な
ど
の
赤

　

ち
ゃ
ん
に
必
要
な
物

☆ 

参
加
は
無
料
で
す
。

☆ 

参
加
す
る
場
合
は
、
９
月
22
日

　
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

☆ 

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
が
一
緒
の
場

　

 

合
は
申
込
み
時
に
名
前
や
年
齢

　

等
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

０
０
５
５

〈
12
人
に
１
人
が
乳
が
ん
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

乳
が
ん
検
診
は

　
　
　
　

 

お
済
で
す
か
？
〉

　

年
々
増
加
し
て
い
る
乳
が
ん
。

乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
、
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

検
査
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

撮
影
で
す
。
集
団
検
診
、
病
院
で

の
検
診
の
い
ず
れ
も
、
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
だ
予
約

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
例
年
、
病
院
で
の
検
診

は
予
約
が
取
り
に
く
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
秋
の
乳
が
ん

集
団
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

乳
が
ん
は
、
体
の
表
面
に
近
い

と
こ
ろ
に
発
生
す
る
た
め
、
自
分

で
発
見
で
き
る
可
能
性
の
高
い
が

ん
で
す
。
月
に
１
度
は
忘
れ
ず
に

乳
が
ん
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
（
自

己
検
診
）
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

集
団
検
診
で
は
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
の
方
法
や
、
乳
が
ん
を
予
防
す

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も

お
話
し
し
ま
す
。

▼ 

日
時

 　
10
月
２
日
（
月
）、
３
日
（
火
）

　

午
前
９
時
／
午
前
10
時
／
午
後

１
時
30
分
／
午
後
２
時
30
分

▼ 

対
象
者

① 

40
歳
以
上
、
今
年
度
偶
数
年
齢

　

と
な
る
方

② 

41
歳
以
上
、奇
数
年
齢
の
方
で
、

　

昨
年
度
乳
が
ん
検
診
未
受
診
の
方

▼ 

申
込
・
問

　

 

保
健
福
祉
課

 　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期

間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す
！
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
に

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か

ら
受
け
取
れ
る
年
金
）
の
受
取
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
免
除
等
こ

れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
す
る
）
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の

場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
古
い
月
の
も
の
か
ら
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
次

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎ 

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

　

納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ

　

れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

◎ 

「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

　

が
「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

　

例
」
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分

　

で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優

　

先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択

　

で
き
ま
す
。

※ 

追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

　

を
お
手
元
に
ご
用
意
の
う
え
、

　

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お

　

願
い
し
ま
す
。

※ 

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

　

し
て
い
る
方
は
、
ご
利
用
で
き

　

ま
せ
ん
。

▼ 

問

　

 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　

 （
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞子育て支援課：62-3232　保健福祉課：62-0202

年　

金
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　郡山税務署では、事業者の方
を対象として、消費税の軽減税
率制度に関する説明会を開催し
ます。
　多くの事業者の方に関係のあ
る制度ですので、ぜひ説明会に
お越しください。
　なお、会場の都合上、席に限
りがありますことをあらかじめ
ご了承ください。

10月19日（木）

10時～11時30分10月20日（金）

10月24日（火）

大槻ふれあいセンター
（郡山市大槻町字中前田56-1）

船引公民館
（田村市船引町船引字南元町28）
安積総合学習センター
（郡山市安積町荒川字南赤坂265）

午前の部

午後の部
13時30分～15時

★3日間共通★

開催月日 時間 会場（所在地）

▼ 消費税の軽減税率制度に関する説明会

※ 説明内容は、午前・午後とも同じ内容です。

〈
平
成
29
年
度
こ
お
り
や
ま

障
が
い
者
就
職
面
接
会
〉

　

仕
事
を
お
探
し
の
障
が
い
者
の

皆
さ
ん
と
、
企
業
の
採
用
担
当
者

が
一
堂
に
会
し
、
お
互
い
に
理
解

を
深
め
な
が
ら
面
接
で
き
る
機
会

で
す
。

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
障
が
い
者

の
皆
さ
ん
、
就
職
面
接
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

就
職
面
接
会
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
求
職
登
録
、
参
加
申
込
み
が

必
要
で
す
。

▼ 

日
時

 　
10
月
17
日
（
火
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

〈
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
ご
案
内
〉

　

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼ 

日
時　
９
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

▼ 

入
会
資
格

▽ 

三
春
町
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

▽ 

健
康
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方

▼ 

場
所
・
問

　

 

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 （
三
春
町
南
町
21-

１
）

　

 

☎
62-

７
３
０
８

▼ 

会
場

 　
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

 　

多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
Ａ

　

 （
郡
山
市
南
２-

52
）

▼ 

対
象

 　
障
が
い
者
、
障
が
い
者
採
用
を

検
討
し
て
い
る
企
業

▼ 

参
加
企
業　
約
40
社

▼ 

主
催　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
、

　
　
　
　

 

福
島
労
働
局

▼ 

共
催　
郡
山
市
、
田
村
市
、

　
　
　
　

 

三
春
町
、
小
野
町

▼ 

申
込
・
問

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　

 （
郡
山
市
方
八
町
２-

１-

26
）

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
４
２-

８
６
０
９

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

９
４
１-

２
３
６
３

〈
野
生
き
の
こ
の
出
荷
制
限

に
つ
い
て
〉

　

現
在
、
野
生
き
の
こ
は
県
内
55

市
町
村
で
摂
取
・
出
荷
が
制
限
さ

れ
て
お
り
、
三
春
町
で
も
出
荷
制

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
生
き
の
こ
を
採
取
す
る
際
に

は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽ 

野
生
き
の
こ
を
見
つ
け
た
場
合
は

　

役
場
産
業
課
や
県
に
連
絡
し
、
モ

　

ニ
タ
リ
ン
グ
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　

結
果
は
新
聞
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽ 

自
家
消
費
用
の
野
生
き
の
こ
は
、

　

放
射
性
物
質
の
検
査
を
受
け
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

▽ 

食
用
と
毒
き
の
こ
の
見
分
け
が

　

つ
か
な
い
も
の
は
取
ら
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

▼ 

問
▽ 

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

▽ 

県
中
農
林
事
務
所 

林
業
課

　

 

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
３
６
７

〈
図
書
館
の
古
本
を
差
し
上

げ
ま
す
〉

　

図
書
館
で
利
用
し
て
い
た
図
書

の
う
ち
古
く
な
っ
た
も
の
に
つ
い

て
、
希
望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。
対
象
本
は
、
人
生
訓
、
観

光
ガ
イ
ド
関
係
や
小
学
生
対
象
の

児
童
書
な
ど
で
す
。

▼ 

期
間

 　
９
月
15
日
（
金
）
～
17
日
（
日
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▼ 

場
所

 　
町
民
図
書
館 

カ
ウ
ン
タ
ー
前

☆ 

冊
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
０
２
６

郡山税務署からのお知らせ

〜消費税の軽減税率制度に関する

　　　　　　　　　　説明会の開催について〜

問　郡山税務署　法人課税第一部門　☎ 024-932-2041
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月の お すす め 本

※ 新着コーナーには、9 月 7 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX 61-1026

『さわってたのしむどうぶつずかん』
ドーリング・キンダースリー社

編集部／企画・編集
BL 出版

『文学効能事典』
エラ・バーサドほか／著

フィルムアート社

　動物の説明が、点字つきで
書かれている動物図鑑です。
　写真には特殊な印刷をほど
こしてあり、シマウマやヘビ、
鳥などの独特な手触りを表現
しています。
　視覚に障害がある方もない
方も楽しめる、バリアフリー
な図鑑です。

　暴飲暴食をしてしまうとき、
歯が痛いとき、忙しすぎると
き、無気力なとき…心身の様々
な悩みにそれぞれ「効く」文
学を教えてくれる一冊です。
　著者は、心身に不調を抱え
る人に本を処方する、「読書
療法士」なるスペシャリスト。
秋の夜長、書の処方箋に頼っ
てみてはいかがでしょうか。

福
袋（
朝
井
ま
か
て
）／
薫
風
た
だ
な
か（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）／
デ
イ・ト
リ
ッ

パ
ー
（
梶
尾
真
治
）
／
変
幻
（
今
野
敏
）
／
月
の
満
ち
欠
け
（
佐
藤
正
午
）

／
敵
討
ち
か
主
殺
し
か 

物
書
同
心
居
眠
り
紋
蔵（
佐
藤
雅
美
）／
腐
れ
梅（
澤

田
瞳
子
）
／
煌
（
志
川
節
子
）
／
政
略
結
婚
（
高
殿
円
）
／
お
ん
な
城
主

直
虎
【
三
】（
豊
田
美
加
）
／
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
暗
殺
指
令
（
土
橋
章
宏
）
／

〈
新
版
〉
凛
（
永
畑
道
子
）
／
時
空
に
翔
る
、
夢
（
橋
本
ひ
ろ
実
）
／
探
偵

さ
え
い
な
け
れ
ば
（
東
川
篤
哉
）
／
空
に
咲
く
恋
（
福
田
和
代
）
／
深
海

の
寓
話
（
森
村
誠
一
）
／
某
に
は
策
が
あ
り
申
す 

島
左
近
の
野
望
（
谷
津

矢
車
）
／
愛
唱
歌
（
吉
野
さ
く
ら
）
／
レ
イ
ン
15
（
吉
野
匠
）
／
竜
宮
城

と
七
夕
さ
ま
（
浅
田
次
郎
）

『文学効能事典』

【
児
童
書 

】

【
一
般
書 

】

【
児
童
書

【
児
童
書

【
児
童
書
】】

〈
封
筒
や
カ
レ
ン
ダ
ー
は
雑

が
み
︵
資
源
ご
み
︶
で
す

〜
雑
が
み
︵
資
源
ご
み
︶
で

出
し
ま
し
ょ
う
〜
〉

　

町
で
は
燃
え
る
ご
み
に
含
ま
れ

る
「
雑
が
み
」
の
分
別
を
徹
底
し

た
い
と
考
え
、
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
新
聞
や
雑
誌
が
混
ざ
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
新
聞
や
雑
誌

類
は
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※ 自宅にある紙袋に入れて、ひもで縛って出しましょう !!
　 （新聞や雑誌は混ぜないでください。）

カレンダー
封筒・はがき

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 　
　

☎
62-

２
１
４
７

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

〈
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
〉

　

今
年
で
40
回
目
と
な
る
三
春
町

民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
の
交
流
を
目
的
と
す
る
大

会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
援
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

 　
９
月
３
日
（
日
）

　

 

午
前
７
時
45
分
開
会
式

▼ 

会
場

▽ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

 　

町
営
運
動
場
・
町
営
野
球
場

▽ 

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 　

町
民
体
育
館

▼ 

そ
の
他

　

雨
天
の
場
合
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
中
止
し
ま
す
。

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 　
　

☎
62-

３
８
３
７

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

〈
労
働
力
調
査
を
実
施
し
ま
す
〉

　

総
務
省
統
計
局
が
実
施
す
る
労

働
力
調
査
が
平
成
29
年
10
月
か
ら

平
成
30
年
１
月
に
か
け
て
、
担
橋

地
区
お
よ
び
荒
町
地
区
の
一
部
地

域
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問

 　
福
島
県 

統
計
課

　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
４
５

〈
９
月
１
日
〜
10
日
は
「
屋
外

広
告
物
適
正
化
旬
間
」
で
す
〉

　

町
で
は
、
ま
ち
の
美
観
や
自
然

環
境
を
守
る
た
め
、「
は
り
紙
、
は

り
札
、立
看
板
、広
告
板
、広
告
塔
」

な
ど
の
屋
外
広
告
物
の
設
置
に
関

し
て
、
福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例

に
基
づ
い
て
屋
外
広
告
物
を
表
示

で
き
る
場
所
や
、
大
き
さ
な
ど
を

定
め
て
い
ま
す
。 

　

屋
外
広
告
物
の
設
置
に
は
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
町
へ
相
談
し
、
規
制
の
内
容
に

つ
い
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
県
内
で
屋
外
広
告
業
を

営
む
た
め
に
は
、
事
前
に
知
事
の

登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
の
ル
ー
ル

を
守
り
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 　
　

☎
62-

２
１
１
３

　
　
　

 
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

税　

金

仕　

事

暮
ら
し

農　

業

　

な
お
、
紙
袋
は
自
宅
に
あ
る
物

を
利
用
い
た
だ
い
て
大
丈
夫
で
す
。

読
み
物
・
文
芸
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〈
蚊
や
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症

か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〉

　

蚊
や
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
蚊
や

ダ
ニ
に
か
ま
れ
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

● 

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症

　

日
本
脳
炎
、
デ
ン
グ
熱
、
ジ
カ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
テ
ク
ン
グ
ニ

ア
熱
な
ど

〈
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

◎ 
水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
９
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水

量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い

た
だ
く
料
金
で
す
。

　

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

◎ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
込

み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ご

指
定
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

水
道
料
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

　

各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融
機

関
届
出
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

福
島
さ
く
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、

〈
平
成
30
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
随
時
受
付
に
つ

い
て
〉

　

町
が
発
注
す
る
工
事
、
測
量
等
、

製
造
に
つ
い
て
、
競
争
入
札
に
参

加
す
る
た
め
に
は
、
資
格
審
査
お

よ
び
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
資
格
審
査
申
請
の
随
時
受

付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
で
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
申
請
書
の
様
式
は
三
春

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼ 

受
付
期
間

 　
平
成
29
年
10
月
２
日
（
月
）

　
　
　

 　

～
11
月
30
日
（
木
）

▼ 

有
効
期
間

 　
平
成
30
年
４
月
１
日

 

～
平
成
31
年
３
月
31
日（
１
年
間
）

☆ 

物
品
購
入
（
修
繕
）・
管
理
業

　

務
の
申
請
は
、
随
時
受
付
を
行

　
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

２
１
３
２

大
東
銀
行
、
福
島
銀
行
、
郡
山
信

用
金
庫
、
東
北
労
働
金
庫
各
本
支

店
、
郵
便
局

▼ 

問　
企
業
局

　
　
　
　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈「
住
ま
い
の
復
興
給
付
金
」

申
請
相
談
会
の
お
知
ら
せ
〉

● 

住
ま
い
の
復
興
給
付
金
と
は
？

　

東
日
本
大
震
災
で
所
有
し
て
い

た
住
宅
が
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
で
、

消
費
税
率
８
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上

げ
（
２
０
１
４
年
４
月
１
日
）
以

降
に
、
新
た
に
住
宅
を
建
築
・
購

入
ま
た
は
補
修
（
工
事
費
が
税
抜

き
１
０
０
万
円
以
上
）
し
、
そ
の

後
居
住
す
る
場
合
、
消
費
増
税
分

相
当
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼ 

日
時

　

 

10
月
６
日
（
金
）、
７
日
（
土
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

▼ 

場
所

　

 

郡
山
商
工
会
議
所
会
館

 　

３-

１
会
議
室

　

 （
郡
山
市
清
水
台
１-

３-

８
）

▼ 

問

 　
住
ま
い
の
復
興
給
付
金
事
務
局

　
 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
 

☎
０
１
２
０-

２
５
０-

４
６
０

● 

ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症

　

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
、
ダ
ニ
媒
介
脳

炎
、
ラ
イ
ム
病
、
日
本
紅
斑
熱
、

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
な
ど

● 

キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
農

　

作
業
な
ど
、
山
や
草
む
ら
で
活

　

動
す
る
機
会
が
多
く
な
る
季
節

　

で
す
。

　

屋
外
で
活
動
す
る
時
は
次
の
こ

　

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
。

　
（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
、
足

　

を
完
全
に
覆
う
靴
を
履
く
）

▽ 

虫
除
け
剤
を
使
用
す
る
。

▽ 

明
る
い
色
の
服
を
着
る
。

● 

ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
時
の
対
処
法

▽ 

無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、

　

医
療
機
関
（
皮
膚
科
な
ど
）
で

　

処
置
（
マ
ダ
ニ
の
除
去
、
洗
浄

　

な
ど
）
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

　

う
。

▽ 

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
後
、
数
週

　

間
程
度
は
体
調
の
変
化
に
注
意

　

を
し
、
発
熱
等
の
症
状
が
認
め

　

ら
れ
た
場
合
は
医
療
機
関
で
診

　

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

保
健
福
祉
課

 　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
議
会
９
月
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
〉

▼ 

開
会
時
期
（
予
定
）

 　
９
月
１
日
（
金
）
～
12
日
（
火
）

▽ 
定
例
会
の
詳
し
い
日
程
は
、
８

　

月
31
日
（
木
）
の
新
聞
折
込
み

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽ 

一
般
質
問
は
２
日
（
土
）
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。
４
階
議
場
に

　

入
り
き
れ
な
い
場
合
は
、
３
階

　

会
議
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
ご
覧
い

　

た
だ
け
ま
す
。

▽ 

団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る
場

　

合
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局
に

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
議
会
事
務
局

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
４

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞企業局：62-2666　議会事務局：61-2310　保健福祉課：62-0202　財務課：61-1110
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〈
平
成
30
年
三
春
町
成
人
式
〉

　

平
成
30
年
三
春
町
成
人
式
は
次

の
よ
う
な
日
程
で
挙
行
し
ま
す
。

▼ 

日
時

 　

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

　

 

※
成
人
の
日
の
前
日

　

 ︻
受
付
︼ 

午
後
０
時
30
分

　

 ︻
式
典
︼ 

午
後
１
時
30
分

▼ 

場
所

　

 

三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

▼ 

該
当
者

　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
町
内
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

※ 

町
内
に
住
民
登
録
（
平
成
29
年

　

９
月
１
日
現
在
）
さ
れ
て
い
る

　

方
に
は
11
月
初
旬
頃
に
案
内
状

　

を
郵
送
致
し
ま
す
。

　

住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方

　

で
、
三
春
町
の
成
人
式
に
出
席

　

を
希
望
す
る
方
は
、
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 

☎
62-

３
８
３
７

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞まほら：62-4727　住民課：62-5155

〈
９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動

物
愛
護
週
間
で
す

〜
動
物
は
、
愛
情
と
責
任
を
持
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
〜
〉

● 

犬
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

① 

犬
を
飼
っ
た
ら
、
登
録
と
狂
犬

　

病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し

　

ょ
う
。

② 

名
札
、
注
射
済
票
な
ど
、
飼
い

　

主
が
わ
か
る
も
の
を
犬
に
装
着

　

し
ま
し
ょ
う
。

　
（
鑑
札
は
な
く
さ
な
い
よ
う
に
、

　

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。）

③ 
法
律
な
ど
に
よ
り
、
放
し
飼
い

　

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

放
し
飼
い
や
リ
ー
ド
を
つ
け
ず

　

に
散
歩
を
す
る
の
は
や
め
ま
し

　

ょ
う
。

● 

猫
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

　

猫
は
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
い

　

ま
し
ょ
う
。

　（
糞
尿
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

　

ま
す
。
周
り
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

　

い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。）

※ 

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
た
結
果
、

　

不
幸
な
子
猫
が
生
ま
れ
る
ケ
ー

　

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

責
任
の
取
れ
な
い
エ
サ
や
り
は

　

や
め
ま
し
ょ
う
。

● 

共
通
の
飼
養
上
の
注
意

① 

動
物
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
な
い

　

よ
う
、
不
妊
手
術
等
適
切
な
繁

　

殖
制
限
を
し
ま
し
ょ
う
。

② 

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
と
し
て

　

キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
、
フ
ー
ド
、

　

水
、
ト
イ
レ
用
品
な
ど
の
準
備

　

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③ 

ペ
ッ
ト
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
ら
、

　

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
、
役

　

場
へ
す
ぐ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問

　

 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

２
１
４
７

〈
福
祉
車
両
を
整
備
し
ま
し
た
〉

　

こ
の
度
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ

Ａ
様
の
競
輪
公
益
資
金
か
ら
補
助

を
い
た
だ
き
、
福
祉
車
両
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
利
用
者
の
送
迎
な
ど
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

整備された福祉車両

〈
９
月
９
日
は
救
急
の
日

「
予
防
救
急
」
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
〉

　

予
防
救
急
と
は
、
日
頃
か
ら
の

注
意
や
心
が
け
で
、
け
が
や
病
気

を
予
防
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で

す
。

　

安
全
で
健
康
に
過
ご
す
た
め
、

身
の
回
り
の
環
境
や
、
生
活
習
慣

な
ど
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
万
が
一
に
備
え
て
応
急

手
当
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問

　

 

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　

 

消
防
本
部 

消
防
課

　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
３

▼ 

問

　

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

 

か
た
つ
む
り

　

 

☎
62-

４
３
０
５

広　
告　
欄

暮
ら
し

広　告　欄
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広　
告　
欄

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。
敷
金
は
、

家
賃
の
３
か
月
分
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
の
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

② 
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

▽ 

公
営
住
宅

（
ア
）
一
般
世
帯　

月
額
所
得
が

　

15
万
８
千
円
以
下

（
イ
）
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
世
帯

　

月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

▽ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
上

で
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 

募
集
期
間

　

 

９
月
19
日
（
火
）
～
26
日
（
火
）

　

 （
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼ 公営住宅

かつぎばし団地
（中耐3階建・H1年）

団地名／構造・建築年

担橋一丁目5-4

所在地

家賃：20,700円～40,700円

3LDK １戸
（323号室）

募集戸数間取・階数

有
（１台）

駐車場

3階

一本松34団地
（中耐4階建・H3年）

一本松34番地

家賃：19,000円～37,400円

3LDK １戸
（203号室）

有
（１台）

2階

▼ 特定公共賃貸住宅

※ 駐車場使用料は 1 か月 2,000 円です。

かいやま団地
（木造2階建・H10年）

団地名／構造・建築年

貝山字馬場33番地

所在地

家賃：41,000円

2DK
1戸

（A-105号室）

募集戸数間取・階数

有
（１台）

駐車場

1階

※ 

期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た

　

住
戸
は
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
み
を
受
理
し
た
件

数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

に
つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者

選
考
委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま

す
。

▼ 

入
居
予
定　
平
成
29
年
10
月

▼ 

申
込
・
問

　

 

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
３

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

〈
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
へ
の
参
加
募

集
の
ご
案
内
〉

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先

の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等

の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼ 

参
加
費　
10
万
円

▼ 

申
込
先　
お
住
ま
い
の
各
都
道

　

府
県
遺
族
会

※ 

平
成
28
年
度
参
加
者
を
除
き
、

　

複
数
回
の
応
募
を
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

※ 

日
程
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

一
般
財
団
法
人 

日
本
遺
族
会

　

 

☎
03-

３
２
６
１-

５
５
２
１

広　告　欄
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〈
町
営
下
舞
木
墓
地
の
使
用

者
募
集
に
つ
い
て
〉

　

町
営
下
舞
木
墓
地
の
墓
地
区
画

返
還
等
に
伴
い
、
使
用
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
方
法
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼ 

募
集
区
画

 　
２
区
画
（
№
５
、
№
１
６
８
）

▼ 

区
画
規
模

 　
１
区
画 

５
㎡

　

 （
２
・
０
ｍ
×
２
・
５
ｍ
）

▼ 

使
用
料

 　
１
区
画 

34
万
円

※ 

使
用
料
の
ほ
か
に
管
理
料
（
年

　

額
２
千
円
）
が
か
か
り
ま
す
。

　

下
舞
木
墓
地
管
理
組
合
の
請
求

　

に
よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

募
集
期
間

 　
９
月
11
日
（
月
）
～
19
日
（
火
）

▼ 

受
付
時
間

▽ 

平
日

　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽ 

水
曜
延
長
窓
口

 　
午
後
７
時
ま
で

▼ 

申
込
先

 　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 （
１
階
住
民
課
窓
口
）

▼ 

申
込
条
件

▽ 

三
春
町
民
で
遺
骨
を
有
す
る
こ

　

と
。

▽ 

他
の
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い

　

こ
と
。

▽ 

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※ 

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
方
法

　

印
鑑
、
火
葬
許
可
証
を
持
参
の

う
え
、
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

氏
名
、
住
所
、
本
籍
、
希
望
区
画

等
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※ 

申
込
者
が
重
複
す
る
区
画
に
つ

　

い
て
は
、
後
日
抽
選
を
行
い
使

　

用
者
を
決
定
し
ま
す
。

※ 

町
営
下
舞
木
墓
地
は
、
先
の
東

　

日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

　

箇
所
が
あ
り
ま
す
。
修
繕
等
を

　

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
必
ず
現

　

地
の
状
況
を
確
認
し
て
か
ら
申

　

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

 　
住
民
課

　

 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

２
１
４
７

〈
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
〉

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

や
会
社
な
ど
で
育
て
た
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
（
つ
る
性
の
植
物
を
利

用
し
た
自
然
の
カ
ー
テ
ン
）
の
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
役

場
な
ど
で
展
示
す
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
皆
さ
ん
が
育
て
た
自

慢
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
ぜ
ひ

写
真
に
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼ 

参
加
対
象

 　
町
内
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
る
方
（
個
人
・
団

体
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼ 

募
集
写
真

　

つ
る
性
植
物
を
利
用
し
た
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
写
真
（
今
夏

に
育
成
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
）

▼ 

応
募
方
法

　

窓
口
備
え
付
け
の
申
込
み
用
紙

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
役
場
住
民
課

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
に
持
参
、
郵

送
、
も
し
く
は
メ
ー
ル
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者
全

員
に
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

▼ 

応
募
締
切　
９
月
29
日
（
金
）

※ 

詳
し
く
は
、
窓
口
に
備
え
付
け

　

の
募
集
要
項
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 
申
込
・
問

　

 

住
民
課

　

 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-
２
１
４
７

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞住民課：62-5155　まほら：62-4727

〈
三
春
町
民
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

教
室
の
開
催
〉

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
、

体
力
向
上
を
目
的
と
し
、
次
の
と

お
り
町
民
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
登
山
の
一
種

で
す
が
、
山
頂
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
せ
ず
、
山
の
中
を
歩
き
、

自
然
を
満
喫
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

 　
10
月
１
日
（
日
）

 　

午
前
８
時
～
午
後
５
時（
予
定
）

▼ 

場
所　
霊
山
（
伊
達
市
）

▼ 

参
加
料　
５
０
０
円

▼ 

募
集
人
数　
40
人

※ 

小
学
生
以
上
で
、
町
内
に
在
住

　

の
方
。

※ 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

　

ま
す
。

▼ 

持
参
物

 　
弁
当
、
飲
み
物
・
雨
具
他

▼ 

講
師

 　
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

▼ 

申
込
期
限　
９
月
22
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問

　

 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 

☎
62-

３
８
３
７

募　

集

広　
告　
欄

広　告　欄
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〈
外
国
出
身
者
の
た
め
の
無

料
相
談
窓
口
︵
福
島
県
委
託

事
業
︶〉

　

福
島
県
国
際
交
流
協
会
で
は

「
外
国
出
身
者
の
た
め
の
無
料
相

談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

電
話
や
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
来
所

な
ど
で
相
談
で
き
ま
す
。
秘
密
厳

守
で
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
外
国
出
身
者
が
行
政
窓

口
で
手
続
す
る
場
合
な
ど
、
電
話

で
通
訳
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
）。

▼ 

日
本
語
、
英
語
、
中
国
語

　

 

火
曜
～
土
曜

 　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

▼ 

タ
ガ
ロ
グ
語
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、

　
韓
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

　

 

木
曜

 　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

　

 （
第
４
、５
木
曜
日
は
要
予
約
）

▼ 

問

 　
福
島
県
国
際
交
流
協
会

 　
　
　

☎
０
２
４-

５
２
４-

１
３
１
６

　

 　
　
（
相
談
専
用
電
話
）

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

５
２
１-

８
３
０
８

　

 

メ
ー
ルask@

w
orldvillage.org

〈
三
春
の
郷
サ
イ
ク
リ
ン
グ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
！
〉

▼ 

期
日

 　
10
月
15
日
（
日
）

▼ 

内
容

　

さ
く
ら
湖
（
三
春
ダ
ム
）
の
心

地
よ
い
秋
風
・
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

ふ
れ
な
が
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽

し
め
る
初
心
者
コ
ー
ス
か
ら
、
起

伏
の
あ
る
里
山
の
田
園
風
景
や
城

下
町
の
街
並
み
を
廻
る
上
級
者

コ
ー
ス
ま
で
自
転
車
を
通
じ
て

「
三
春
の
秋
」
を
実
感
し
な
が
ら

健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、水
分
食
料
等
補
給
所
（
エ

イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
で
は
三
春

の
名
産
品
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼ 

問

　
 

三
春
の
郷
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

　

 
実
行
委
員
会
事
務
局

　

 

三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社 

観
光
部

　

 

☎
62-
３
６
９
０

★ 

H
P
「
三
春
の
郷
サ
イ
ク
リ
ン

　

 

グ
大
会
」
で
検
索

広　
告　
欄

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞総務課（代表）：61-1110

〈
う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
オ
ー

ク
２
０
１
７
三
春
大
会
参
加

者
募
集
〉

　
「
環
境
保
全
」
と
「
自
然
と
の
共

生
」「
水
環
境
」
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
、「
う
つ
く
し

ま
・
み
ず
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
７
三

春
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
　

    

９
月
23
日
（
土
）

▽ 

受
付　
　

    

午
前
８
時
30
分

▽ 

開
会
式　
　

午
前
９
時

▽ 

ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
40
分

　
　
　
　
　
　

 （
時
差
ス
タ
ー
ト
）

▼ 

場
所

▽ 

受
付
・
開
会
式
・
ス
タ
ー
ト

　

 

滝
の
平
野
外
劇
場

　

 （
滝
桜
大
駐
車
場
）

▽ 

ゴ
ー
ル

　

 

三
春
の
里
田
園
生
活
館

▽ 

コ
ー
ス

　

さ
く
ら
湖
周
辺
７
キ
ロ
・
10
キ

ロ
・
18
キ
ロ
コ
ー
ス
・
ま
な
ぶ
ん

３
キ
ロ
コ
ー
ス

▼ 

参
加
料

▽ 

一
般　
７
０
０
円

▽ 

中
学
生
以
下　
３
０
０
円

※ 

未
就
学
児
は
無
料

※ 

当
日
参
加
は
各
２
０
０
円
増
し

▼ 

参
加
定
員

　

 

先
着
２
、０
０
０
名

　

 （
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※ 

ま
な
ぶ
ん
３
キ
ロ
コ
ー
ス
は
、 

　

小
中
学
生
と
保
護
者
計
１
０
０
名

▼ 

申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
に
参
加
者
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加

コ
ー
ス
を
明
記
し
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
福
島
民
友
新
聞
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
み
が

で
き
ま
す
。

▼ 

申
込
先

　

 

〒
９
６
０-

８
６
４
８

　

 （
住
所
不
要
）

　
 

福
島
民
友
新
聞
社
事
業
局

　
 「

み
ず
ウ
オ
ー
ク
三
春
大
会
」
係

▼ 
問

　

 
福
島
民
友
新
聞
社
事
業
局

　

 

み
ず
ウ
オ
ー
ク
三
春
大
会
係

　

 

☎
０
２
４-
５
２
３-

１
３
３
４

広　告　欄
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 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞総務課（代表）：61-1110

〈
小
学
３
年
生
か
ら
高
校
生

の
た
め
の
冬
休
み
海
外
研
修

交
流
事
業
参
加
者
募
集
〉

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、
５
コ
ー
ス
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体

験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

例
年
お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な

る
方
や
、
初
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る

方
が
７
割
以
上
ご
参
加
さ
れ
ま
す
。

　

事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作
り
か

ら
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼ 

日
程

 　
12
月
24
日
（
日
）
か
ら

　

 

平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

 　

の
う
ち
６
～
10
日
間

※ 

コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼ 

研
修
国

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・

サ
イ
パ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ
ン

ボ
ジ
ア

▼ 

内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク
リ
ス
マ
ス

体
験
・
英
語
研
修
・
文
化
交
流
・

地
域
見
学
・
野
外
活
動
等

※ 

コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を
お

　

選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

▼ 

対
象

 　
小
３
か
ら
高
３
の
方
ま
で

※ 

コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が
異

　

な
り
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限

 　
11
月
1
日
（
水
）

〈
ふ
る
さ
と
・
ふ
く
し
ま

合
同
就
職
面
接
会
in
東
京

２
０
１
７
開
催
〉

　

福
島
労
働
局
で
は
、
東
日
本
大

震
災
お
よ
び
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
の
た
め
首
都

圏
へ
避
難
し
て
い
る
方
、
学
卒
を

含
む
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
等
を

対
象
と
し
た
合
同
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
10
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
～
３
時

▼ 

場
所

　

 

東
京
交
通
会
館　

12
階

　

 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

 　
（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町

　
　
　
　
　
　
　
　

  

２-

10-

１
）

▼ 

参
加
企
業　
30
社

※ 

事
前
申
込
み
不
要
、
参
加
無
料

　

で
す
。

▼ 
問

 　
福
島
労
働
局

　

 
職
業
安
定
部 

職
業
対
策
課

 　

☎
０
２
４-

５
２
９-

５
４
３
８

〈
知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退

共
制
度
〉

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▼ 

加
入
で
き
る
事
業
主

 　
建
設
業
を
営
む
方

▼ 

対
象
と
な
る
労
働
者

　

 

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

▼ 

掛
金　
日
額
３
１
０
円

★ 

特
長

◎ 

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、確
実
、

　

申
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎ 

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

◎ 

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

　

す
。

◎ 

掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

　

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

　

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

　

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

　

す
。

◎ 

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

　

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

　

れ
ま
す
。

建
退
共
制
度
の

　
　
　

  

特
例
措
置
の
お
知
ら
せ

　

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ

り
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続
の
特

例
措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

問
・
資
料
請
求

　

 

公
益
財
団
法
人

　

 

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

 （
〒
１
４
１-

０
０
３
１

　

 

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田

　

 

７-

15-

４
第
三
花
田
ビ
ル
４
Ｆ
）

　

 　
　

☎
03-

６
４
１
７-

９
７
２
１

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
03-

６
４
１
７-

９
７
２
４

　

 

メ
ー
ルinfo@

kskk.or.jp

　

 

Ｕ
Ｒ
Ｌhttp://w

w
w

.kskk.or.jp

☆ 

建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ

　
の
お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労

　

日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し

　

て
く
だ
さ
い
。

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を

　

所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、
建

　

設
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、

　

忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る

　

よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

　

制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な

　

ど
建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情

　

報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く

　

だ
さ
い
！

※ 

詳
し
く
は
最
寄
り
の
建
退
共
支

　

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

 　
独
立
行
政
法
人

　

 

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

 

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

 　

福
島
県
支
部

 　

☎
０
２
４-

５
２
３-

１
６
１
８

み
ん
な
の
掲
示
板

広　
告　
欄
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集

広　告　欄



34

広　
告　
欄

相
続
登
記
Q
＆
A

　

「
特
に
親
に
尽
く
し
た
子
の
相
続
分
に
つ
い
て
」

先
日
、
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
父
が
大
病
を
患
っ
て
い
た
た
め
、
仕
事
を
辞
め
、

６
年
間
父
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
、
ず
っ
と
父
の
看
護
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
に
は
兄
が
１
人

い
ま
す
が
、兄
は
「
父
の
財
産
を
法
定
相
続
分
（
各
２
分
の
１
）
の
と
お
り
に
分
割
し
よ
う
。」

と
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
６
年
間
父
の
生
活
費
や
医
療
費
を
援
助
し
な
が
ら
看
護
を
し

て
き
た
の
に
、
何
も
し
て
い
な
い
兄
と
相
続
分
が
同
じ
な
ん
て
納
得
が
で

き
ま
せ
ん
。
兄
よ
り
多
く
相
続
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
は
、
父
の
看
護
に
特
別
な
貢
献
を
し
た
分
だ
け
相
続
財
産
と
は
別
に
寄
与
分
が

認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

連
載
第
十
回

QA. .

　

次
回
の
テ
ー
マ
は
、「
親
か
ら

支
援
を
受
け
て
い
た
場
合
の
相

続
」
で
す
。

▼ 

問

　
 

福
島
地
方
法
務
局

　

 
☎
０
２
４-

５
３
４-

２
０
４
５

▼ 
寄
与
分
と
は
？

　

民
法
第
９
０
４
条
の
２
で
は
、

①
亡
く
な
っ
た
人
（
被
相
続
人
）

が
行
っ
て
い
た
商
売
を
無
報
酬

で
手
伝
う
こ
と
や
、
②
被
相
続

人
に
対
し
、
私
財
を
提
供
し
て

看
護
を
す
る
な
ど
、
被
相
続
人

の
財
産
の
維
持
等
に
対
し
て
特

別
の
貢
献
を
し
た
相
続
人
に
対

し
て
、
貢
献
度
に
応
じ
て
法
定

の
相
続
分
よ
り
多
く
財
産
を
取

得
す
る
権
利
を
認
め
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ス
分
の
財
産
を
「
寄

与
分
」
と
い
い
ま
す
。

▼ 

寄
与
分
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
？

　

右
記
の
よ
う
な
特
別
の
貢
献

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
単
に「
親

の
面
倒
を
見
て
い
た
か
ら
相
続

分
を
多
め
に
欲
し
い
」
と
主
張

す
る
だ
け
で
は
、
寄
与
分
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

寄
与
分
は
、
原
則
と
し
て
共

同
相
続
人
間
の
協
議
で
行
わ
れ

ま
す
。
仮
に
協
議
が
調
わ
な
い

と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
に
審
判

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
あ
な

た
が
父
の
看
護
に
当
た
り
生
活

費
を
援
助
し
て
い
た
こ
と
や
、

病
気
の
医
療
費
を
支
払
っ
て
い

た
事
実
等
が
特
別
の
貢
献
と
し

て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
寄
与
分
と

し
て
法
定
相
続
分
に
プ
ラ
ス
し

て
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
遺
言

書
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
貢
献

し
た
人
に
対
し
て
確
実
に
財
産

を
残
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※ 

遺
言
書
の
作
成
に
つ
い
て
は

　

第
４
回
「
遺
言
書
が
争
い
を

　

防
止
す
る
。」（
平
成
29
年
広

　

報
み
は
る
３
月
号
）
を
参
考

　

に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
み
は
る
８
月
号
で
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、お
詫
び
し
て
、

次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

● 

全
国
大
会
出
場
報
告

　

 （
８
ペ
ー
ジ
）

▼ 

誤　
市
川
結
愛
さ
ん
（
三
春

　

小
学
校
６
年
生
／
ダ
ブ
ル
ス

　

女
子
の
部
）

▼ 

正　
市
川
結
夢
さ
ん
（
三
春

　

小
学
校
６
年
生
／
ダ
ブ
ル
ス

　

女
子
の
部
）

▼ 

誤　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に

　

出
場
す
る
市
川
結
愛
さ
ん（
左
）

▼ 

正　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に

　

出
場
す
る
市
川
結
夢
さ
ん（
左
）

〈
借
金
の
返
済
で
お
困
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
〉

　

公
益
財
団
法
人
日
本
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
で
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
ロ
ー
ン
等

の
返
済
で
お
困
り
の
方
か
ら
の
電

話
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内

へ
の
電
話
と
同
じ
料
金
で
か
け
ら

れ
ま
す
。（
公
衆
電
話
を
除
く
）

▼ 

受
付
時
間

 　
月
曜
日
～
金
曜
日

　

 

午
前
10
時
～
午
後
０
時
40
分

　

 

午
後
２
時
～
４
時
40
分

▼ 

問

　

 

公
益
財
団
法
人

　

 

日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト

　

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会

　

 

☎
０
５
７
０-

０
３
１
６
４
０

広　告　欄



たまのや

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されてい
る頁数です。施設の休館日は 22 ページに掲載しています。9 月の行事カレンダー

1（金） 議会9月定例会（〜12日予定・三春町役場）

保健センター開放日（9時〜12時・保健センター）

乳幼児健診・3〜4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

あぶくま荘敬老会（10時30分・あぶくま荘）

出前おはなし会（10時〜11時・地域子育て支援センター）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

乳幼児健診・3歳児（13時〜13時15分・保健センター）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時〜13時15分・保健センター）

ママカフェみはる（10時〜11時30分・保健センター1階ホール）

敬老園敬老会（11時・三春町敬老園）

たのしいせいさく（11時30分・地域子育て支援センター）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

健康づくりカローリング教室（9時〜11時30分・町民体育館）

日ようおはなし会（10時30分〜11時・町民図書館）

ハピハピDay（11時・地域子育て支援センター）

星を見る会（19時〜21時・自然観察ステーション天文台）

おはなし“あのね”（11時30分・地域子育て支援センター）

町民ソフトボール・家庭バレーボール大会（7時45分開会式・町営運動場／町民体育館）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

健康づくり応援フェア（〜14日・保健センター）

議会一般質問（10時・三春町役場）2（土）

21（木）

9（土）

3（日）

20（水）

27（水）

26（火）

19（火）

乳幼児健診・9〜10か月児（9時集合・町立三春病院）

絵本とわらべ唄（10時30分〜11時・町民図書館）

要田地区敬老会（10時・旧要田交流施設体育館）

三春地区敬老会（10時・三春交流館「まほら」）

星を見る会（19時〜21時・自然観察ステーション天文台）

御木沢地区敬老会（10時・御木沢小学校体育館）

10（日）

ミニシアター（10時・三春小わんぱくクラブ）

トンボ（秋の虫）観察会（9時〜11時30分・自然観察ステーション）

歴史民俗資料館臨時休館（〜15日・歴史民俗資料館）

のびのびの日 離乳食についての相談（10時〜12時・地域子育て支援センター）

こころの健康相談会（9時30分〜12時・保健センター相談室）

6（水）

5（火）

12（火）

14（木）

16（土）

おりがみクラブ（9時30分・三春小わんぱくクラブ）

沢石地区敬老会（10時・沢石会館）

中妻地区敬老会（10時・中妻小学校体育館）

中郷地区敬老会（9時30分・中郷小学校体育館）

ほほえみの里敬老会（10時30分・ほほえみの里）

岩江地区敬老会（10時・岩江小学校体育館）

健康づくりカローリング教室（9時〜11時30分・町民体育館）

10月の行事カレンダー

お誕生日会9月生まれ（11時30分・地域子育て支援センター）

健康づくり男の料理教室（10時30分・保健センター）

図書館臨時休館（〜9日・町民図書館）

秋の味覚を楽しむ会（9時30分〜11時30分・自然観察ステーション）

8（金）

15（金）

17（日）

18（月）

17（日）

28（木）

29（金）

1（日）

2（月）

27

28

28

24

7

行政相談（10時〜12時・シルバー人材センター）

人権相談（10時〜15時・シルバー人材センター）

35
35

35

23

23
23

6

6

24

35

24

24

35

24

35

24

6

6

うつくしま・みずウオーク2017三春大会（8時30分受付・滝の平野外劇場）23（土） 32

25

24

24

24

23

35

24

6
6

6

24

6

6

6

24

24
24

24

23
23

　

【行政相談】9 月 12 日（火）午前 10 時〜午後 0 時
　／シルバー人材センター／行政相談委員

【人権相談】9 月 12 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／シルバー人材センター／人権擁護委員

【心配ごと相談】9 月 5・12・19・26 日（火）
　午前 9 時〜午後 0 時／三春町福祉会館（南町）
　／民生児童委員

【こころの健康相談会】9 月 21 日（木）
　午前 9 時 30 分〜午後 0 時
　／保健センター相談室／臨床心理士／要予約

【肢体不自由者巡回相談】9 月 7 日（木）
　午後 1 時〜 3 時／郡山市障害者福祉センター
　／医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

人口 16,705 人（-21）う
ち男性 8,169 人（-7）・女性 8,536 人（-14）／世帯数 5,675 世

帯（-2）

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 29 年８月１日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行しています。

今月のバス運休日：3・10・17・18・23・24 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休 休

29

１

８

２

９７

15 1614

21 22

26

６４

10

５

1311

17

12

2018 19

３

27

町営バス運休カレンダー（９月）

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

28

23

25 3024 休

休

人口・世帯数

10 月 2 日（月）　国民健康保険税 第 3 期　後期高齢者医療保険料 第 2 期　介護保険料 第 3 期納  期  限

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 平日夜間は、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎68-2）

9月
3日(日)

　9月 9月
1日(金)

西山医院
中央通りクリニックやない

矢吹医院
大久保クリニック
青山医院
石塚医院
せんざき医院
のざわ内科クリニック
都路診療所
船引クリニック

まつざき内科胃腸科クリニック
大方病院

さいとう医院
秋元医院
橋本医院
雷クリニック
島貫整形外科
白岩医院
東部台こどもクリニック

4日(月)
5日(火)
6日(水)
7日(木)
8日(金)
11日(月)
12日(火)
13日(水)
14日(木)

15日(金)
19日(火)
20日(水)
21日(木)
22日(金)
25日(月)
26日(火)

医療機関名
当番医師 当番医師

薬局名

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

診療時間 午後 7時～9時 30分　☎81-2233（事前に☎相談ください）
休日は当番医療機関【午前9時～午後6時】★印は午後5時まで

都路診療所★ ☎75-2003
10日(日)

南東北病院滝根診療所 ☎78-244217日(日)
雷クリニック★ ☎62-6333

18日(月) 秋元医院 ☎82-1514

夜間・休日のお医者さん

オリオン薬局

27日(水)
28日(木)

23日(土) せんざき医院★ ☎61-2777 みはる調剤薬局

きよはし薬局駅前店

青山医院 ☎77-2015 タカギ調剤薬局24日(日)

29日(金) まつえ整形外科
※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・
　ご質問を募集しています。
〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

※
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◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後 7 時まで）、毎週日曜日（午前 8 時 30 分～午後 0 時）
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▶ 応募方法　　はがきにクイズの答え、住所、氏名、年齢を書いて送付ください。
　　　　　　　 正解者の中から、抽選で 30 名の方に一関市の特産品などを差し上げます。
　　　　　　　 なお、当選は、景品の発送をもって代えさせていただきます。
▶ 送　付　先　　〒 963-7796　三春町字大町 1-2　三春町役場総務課企画情報グループ宛て
▶ 締　切　日　　9 月 22 日（金）　（当日の消印有効）
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　一関藩三万石の面影を色濃く残す城下町の一関市。
　武家屋敷や蔵が残っており、のんびり気の向くまま歩いてみたくなる情緒豊かな町並みを今月号ではご紹介します。

一関市・三春町姉妹都市締結30周年記念事業

『中東北の拠点都市　世界遺産・平泉の玄関口　一関』の魅力

　　一関市の特産品などが当たる『一関市クイズ』

　問　一関市では、四季をとおして自然美が堪能できる渓谷が 2 か所あり
　　　ます。一つは舟下りが楽しめる猊鼻渓（げいびけい）。もう一つは、
　　　東屋でかごに料金を入れ、木づちで板をたたいて「だんご」を注文。
　　　対岸の店から「だんご」が入ったかごがロープ伝いに飛んでくるこ
　　　とで有名な空飛ぶだんごとして知られる「郭公（かっこう）だんご」。
　　　この空飛ぶだんごが楽しめる一関市のもう一つの渓谷の名前は何と
　　　いうでしょうか？次の○に入るひらがな 3 文字をお答えください。

　　　　　○　○　○　渓　　（ヒントは先月号の広報の裏表紙をご覧ください）

★旧沼田家武家住宅

　江戸時代後期に一関藩家老職を勤めた沼田家の住宅。18 世紀初頭から中頃の建築とされ、約 300 年の歴史を
誇ります。台所や座敷の配置、土間の広さ、格式に応じた正面三ヶ所の出入り口など、農民住宅をベースに武家
住宅へと移行する過程が見える貴重な建築物となっています。

★酒の民俗文化博物館

　 大 正 時 代 に 造
ら れ た 仕 込 み 蔵
を 活 用 し た 酒 造
り と 米 作 り の 博
物 館。 日 本 古 来
の 土 蔵 建 築 に 西
洋 建 築 を 取 り 入
れ た 白 壁 の 土 蔵
は、 国 登 録 有 形
文 化 財 に 指 定 さ
れています。

★浦しま公園

　一関藩主・田村家の迎賓館跡を利用した公
園。池や橋、石灯籠を配した純和風庭園には
山茶花や山吹、南天など季節の草花や木々が
茂り、自然を満喫できるオアシスになっています。

世嬉の一酒蔵


